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ﾡ表林・混意林に問する実懇ﾡ報き (I)

ﾡ抜本お び況X林に岡する試及研究のにのために . ﾡ左ﾡ山対にお

いて られる. この.う "形式の キ知 2糸のる こ とにし=-

そして, これらの資料を登理し・現技行段落を知り つぎの以孫を担立 

てる系のボ材をもとめよ う とした.

木報き管は. そのﾡ/回として糸のものと町刷したのであるが、 っぎ 

のよう なテーマ とﾡ当でﾡ行したものである.

混 法一..ーー林一一

I 背森県東南地帝にお ける涙猥林

本場 • eき界 . 営 農旅 牧野砧 望

井 上 陽 一 ―

u,ﾡ祭

※光 支場 , 登客報 . ﾡ芝ﾡ三所知室

岡野-

1 岩手ﾡ下おヴ るカ ラマ ツ人工林の 日 本短角種牛の 故取

ま題.経造部、営腹状収野.研兜堂

井 上 滞-

岩え男
来北支場.経を率 ・経客三所究室

m 野 試



I 茨城県下における 入や、人工林の黑天和種牛および馬力放牧

本号 , そ必新 . 客ﾡﾡ数野所室

井 上 ﾡ -

元 守 男

高裁試験地

小 川 澄

夕 邻 貢

松 本

なお・永ﾡ与の緊行にあたり. つぎの方々から御助をいただいた. こ 

こで.ﾡ く惑ﾡする次祭で め る.

青森示下の樋登においては. 青森果江戸林務出殻所. 十和田林務ﾡ弥. 

三ア本務出系所・と月状務政所. ﾡ永系状ﾡ試験場大戸所役場 .ﾡテ 

系方株称採、同ﾡ艦ﾡの諾良および各ﾡ対後ﾡ家の方々.

巻手ﾡ下のﾡ盤2おいて は, あ巻町役場, ダ巻订村田重作の 造及 .

茨滅飛下のﾡ盤つおいては.埼小松次救呼表組合長る 式ま.

まrに,青泰飛下と岩寺系下のﾡ昼にあたってば. 当場来光炎あ片山湯長 

キ病新長のﾡ恩 &い ただ いr. ﾡ式米下では高表営験地徒終 主が手配 

してくれた. あわせて. 成坊する次ﾡである.

目 次

※ﾡ林

- 清森米ﾡ南地ﾡにおける湿ﾡ求 -

はじ»に .......................................  •••• 1

1ﾡ書方法 ............................................. a

I) ﾡ査の県 4

2) ﾡ査対ﾡ地 ..................................:............. 6

3) ・基項百 ............................. :..................... 7

2 御 公 結 系 ............................................... 8

け 竭を地を含めた地威の概足 .................................  9

A 三ア町 ........................ ・................. ;.. 8
・

B 六戸打 ................................................ 16
C 七 ア町 ,•...............................................  20

D ハア市 ..................   22

2 一鋼種地に おウる 成績 ...................................... 26
A ♦柞形態 .....................   26

A-I 三ラ町ル。I ....................... 27

A-2 三 ア町 o 2 ......   29

A-3 と戸町。 7 ..................   31

B ﾡ作形態 .................................  36

B- I 七戸町4 2 ....................... 36

B- 2 大戸町 イ。/ ....................................... 40

6- 3 入声市ル。 7 ............. ・. :.......  44



c ﾡ間作形...............................  ・......... 49

しー I 三ア可。 3    49

C-2 三アラら。 4 ・.・ .... .. ........     52

C-3 三ア町。 5 . ...........  54

C-4 三ア町イ。と .......................................  56

C-5 とテa4o 3   58

C-6 ア 可 イe 2   ....... ... .....  ....65

C ― 7 六戸 可 イ。 3    ...... ... ..... . 69

C-6 六テ町イ。 4 .......................  72

3 総 括 ...................................   7s

1 作付方式2っいて  .......・..........    7 5

2 ) 植物秘にっいて .  83

■ 牧 森

- 素樹人工おウるﾡ肉キの波数 -

は.じめに............     87

I 岩手県下におけるカラマ人工林の日本短ﾡ種牛の枚ﾡ ......  88

I. ﾡを地の既況 ...... ・................  88

A 位 . ...... :........ ・.. .......... •••：.. ...............  8a
B 利—燧 ....    88

C 地 形 ....... ；............................. ........... ・ 90
0 気 象 ...................    91

日 カラマツ槌栽の経城 ...................................... 91

F 植生の状ﾡ .............................................  92

2認ﾡ法 .............     94

A 類査区一邊定規準........................   94

B ■畧木の阔査法 ・...........   96

3 調査結ﾡ とﾡﾡ ............................................ 97

1) -第獲区の後害木宪生状木 ............................... 97

2)行ﾡﾡ意2よるるﾡ書ほのクルービング ............. 100

3) 行動秀と傷客木発生状私 ............................... 102

4) 各ﾡ都ほの樹高主長 ...................................... 105

5) 各綱をほのﾡのﾡ ...   109

6) 松 お ..........................................:110

II 茨城県下にも、けるスギ林の黑毛元稼由 および、馬の旅取 ........ 114

1 . ﾡ会共地の概ね .......................................... 114

A位 遥 ........................   :.................. 114
B 利 用經典 ................................................ 114

C地 形 ................ -..........116

D気 次 ................. ・....................   116
E放攻也におけるスヤの根城............................. 117

Q 植栽経通と方 法 ............. :.........................  117

b 植栽校の 管里 と放妆 ...................................  118

F ﾡ生の求況 .................................    118

2 あの方法 .............................. ................  ..120
A 調な区のﾡﾡ ................ :................ .：...... 120

E ﾡ央ﾡ項 ..... .. .....................................  122

3 編あﾡﾡとﾡ楽 ..................  122



林 と考のﾡ係 •

2) 形と傷客の西保

A 7年生林

B 噂生林 .........

Cまとめ

3) 波牧ﾡほとﾡ客のﾡ係.

122

. 129

・130

132

133
...134

混 ﾡ 林

ﾡ京ﾡ氷南帯におけるﾡﾡ -

は じ " に

況※本の種類や作村の方式こついては .ﾡ子のﾡき苦がみられる.

すわち . 原 (早寿耳成英, /s8) これば. ﾡﾡ茶Xへ種類と

A こついて .......................................... 134
B 木戸に つい て ............................................ っ

1 こ○

〔 とめ .............................. •;.............. 13e
4)総 括 .............................................._

して

& 切ﾡﾡ型 天系 一焼ﾡ ——・天茶

b ﾡ作型 の天糸赤 →浅畑→ 人工林

②人工 ﾡ 畑→人工な

の2っのタイ プ。を紹介し、各タイ プ。こついての作目による実例 を示 して 

い る ・

たに. 沢村く焼福次第経存方丈の研无, よノ) に浅阳における作村 

方共の横成について 黔じた中で、 とく にを年生作自 と木が入ったいく2 
かのメイ をけて いる。いまこれ& 、つざに記してみる ・

A 初手目か ら 歹年生作目 (P ・ と )が入る.

の P. との単

p ノ年生作目 (A.c) と混作 .

B. 納年目は A, c • 2写目から P. C入る .

αP,c o弊作

bA.c と憂作

C ﾡ目から赤太 (T) が入る.

(A・Cとﾡ作 を初目か ら)

p 初平言はA, C え年百から「が入る.

( 2年目から A, cとﾡ )
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E ﾡ牙目と2年目はA.C 3年目からTが入る. ・ 

くTのﾡ作 . またはA. cとﾡ作)

F 初年目 は A, と ・2年目以降はP, ととTがってくる.

(たとえば 初午目A・ c ,2. 3年百A.cとT,ム年百TとP.c) 

度田 (コバハン林ボ ・/クム/)は.コバノXマハンノキ を用いた施業 

12ついて. っぎのよう2ﾡ理している.

A コバ ンﾡﾡ休

a コベン ン半純

2 作物:の験作

b 常状コべ ン株 (係会 . ﾡ災等 )

c コバハンﾡﾡ林

2 ﾡﾡ料林

b ﾡ泳

○枚野

以上のよ うなﾡ告言のどを参評して 、私たちは林木と/ 生または多 

生物の作付のﾡﾡﾡ公配分に主魚をおいて、っ ざの三つの型を描いた.

A 熱作型 .....  株木 <T) と/耳. 多早生作物 (A.c ・ P,c

が ・ それそれあるﾡで作ﾡが採近され .Tと4・と 

P。 とは土地をﾡい分ける.

B ■作型----- A, C またはP .とが. Tの城令な 跨娟に 2れの下作 

として. ある笄限作付される.

c 納m作弘----特作ﾡのA ・ とま=はP . Cがそのままﾡ及されて . 

間作物と して入る.

っれを 図示すれ ば、つざのようである.

つ ぎI2 . 以上の よ う な方式でﾡ付げ られろまたは林水の種類2つい

てﾡ理 してみた. ます.項は林水としてはズべヒ ノ キ によ る例をゃか してお

り. 沢村も スギ,ヒノキ*シ* シな ど、またすﾡ主作日 と し てはミッ 
タ.

マy , コウ.フワ どIによ るﾡ をﾡせている .

私たちは、 水語塾の対線 とするﾡ程 として ,つぎのもの手点をおいた.

A ユノxマハンノキ

このﾡﾡのも ○性状ゃ . このﾡ種に対す る子な どに つい ては他の

報告言(ﾡ田. ノタsP. タム/ ,千資・ ノタよ7, sP, 62,
。 、 . •ー.’ ・・ •

)川村・ タ$ア ,田中・ xタら/ ,をﾡ, /夕☆ア ,北派・ /.タ60)
-頭 らかに されてい るが. 第-に六樹ﾡは ﾡﾡ林を芝む上に.ちくか 

・ ・
らﾡﾡよ って と あけ られて い にﾡﾡである ことにﾡ官し .ﾡニに

*
•. ヽ* •: b
•< ,、-■



武本ﾡ差が学成樹穫として注目とれてい ること,弊三に交う地の 

尽では ・ っぎのBおよびと の樹極にく らべて 不訓 でちること. ど2 
よって本ﾡ種をと り あけた.

B 改以系ポラテ

この才ﾡについての性状やキ品に っい ても . 数すくの報き音べみ ら 

れろ ・ 欧-ちける本ﾡﾡの扱いかにの 一っとして ,才花ボ当初は歩ﾡ 

が・以後は炊ﾡ規が付とれる態があけちれる。 (才. /タム2). 

そ して. わが固においても 改系ポアラがな奔に才式ﾡ萩をﾡ と と 

もに • このようは困作形態をとる表家もちらわれてさた.

したがって弊一に政並空湯してき 卜このよ うは早式樹理に対する鈴 

商作の条状をﾡ獲する ため ・チニに次通立地が商桜ﾡよ り も史、まれ尼 

地帯のﾡ通作2おける作ﾡとの頂係を知るためz.木樹程を とり あウ 

rz.

cリン コ

本樹種は. いわタ る林木とし ては扱われす、ﾡ2掛種とは地をﾡ 

そする. しかし・ﾡ隔作の枝府のﾡ状を知るつは, このようﾡ密ﾡ 

考におけ る相当に進んだ、段階の ものか ら孝べことがすく . ネ編参にお 

いてはリ ンを加えてみた-

以上の4 うに,作竹の方式と LてはQ ・林ネと作物 (/キ, または 

夕年生) の勢作, b •林木 と作物か編作 . C・み木と作ﾡの輸作と商 

の 混合 の三っ に控理 し. 樹ﾡ としては o. コバノ Yマハンノキ . b 

・改及系ポラ し•リンゴの三っに欽り. それそれの紅合わせによ 

る作付のﾡ状とﾡﾡ点を祝えよう と したもの で ある.

1ﾡ金ぁ表

/) ﾡ書の 頃

A 概てる愛の ためのきき 家福ﾡ

/. と3年3月中包に. ﾡまたは残におけるﾡﾡ林の現状の概 

部を知る ため に. っぎのよ ラ さき取ﾡ参を行ゴった.

慈 手県方麻が課にかい て 、主としてコバノ xマハ ンキ を用いた 

混ﾡ林の状 ・ちよびﾡ注ﾡにおいて、戦ﾡの現状と見流しについ 

てのさき 承ﾡﾡ .

ﾡ休ﾡ五ア林跡出双府にBいて .本地ﾡのコバノヤマハンノ キに 

よ る 現求 . 同 十和 田林務出 み所 に おい て コベ ノ ヤマ ハンノ キゝよび 

改及系ポアラ によ る現状の さ さ 家ﾡな.

以上のさき取福参によって ・芝手県北率と青素景求市部北ﾡの戻状 

の概況を知り ・ つぎのﾡ地稿書のお料とした.

B. 奥地における実利ときき取鯛尊

イタ 63年PFに ・2 ざの日 程で現地ﾡ書 を行? た・

8月8日 青赤景三アﾡ手ア町本ﾡ合て打合せと、同町大 

¥斗内次山端にてﾡ心地の ﾡ とさ さ京事谷

8月?日 同等なにて矢測細査と き さ取額書

P月/0H 同ﾡ上ﾡ上アﾡにて町役ﾡと打令せ, および長ス 

係新意と天王キ領意の語会

P月//B 同ﾡ査佐素にて語会

・月/2日 同ﾡ同ﾡ大ア町にてﾡ役場と打合せ. および切部 

ﾡ・犬巻煩部客の帮魅.

P月I3日 同町米ﾡ報考ななよび同府五ア町育去り ンゴ映 

場五戸出張所にて打令直.

P月I&日 同ﾡ八ア市ﾡ乏手洗にて 実測 およびきき取ﾡ査



-7-
・2) ﾡ登対象地

ﾡ書の 対後 と しzw 落. およびﾡﾡはつざのようで ある. ばお 全 

ﾡ査地の分布のぷ元はﾡ2図つ示した.

A 三アﾡ三ア町大斗向沢山端 (b面地)

o/ R (納作) ....... 大山氏

Mo2 ・   牧(ば)民

ル。3 RM (参町作) ....... 山端良

o4 ・   牧⑥氏

% s ・  -..-大山氏

M%e ・   牧助氏

B 上北府とア町 (3町地)

"/ R ---  浦田氏 (長久保)

%2 M (阳 作) . 田中良 (天王寺)

%3 RM .. - 處田氏 (里振森)

c 上北鄭六戸打 (4町地)

o / M ...  き田ら 米 ﾡ)
ルo2 RM ……「•阿部氏 (上き田)

Mo3 ・ ....... 高浜 (ﾡ 浅)

M%4 » ---  米内 山 氏 ( 火、浜 瀬 )

D 入ア布等る手ﾡ(/町悠)

% i M ...  岩第氏

以上の計が/4町と"るが、その内ほにっいてみれば. R (ﾡ作)

パ 3両北 ,M (岡 ) が 3町逃 ・ WM (ﾡ町 ) ド が団地と なる ・

3) ﾡ書項百

A 突測ﾡ書

① 普作物について

ﾡ式と被及 と活かの 測

—

和み月



② 牧子頼について

率文とﾡ及とル、ﾡの刈欠

③ 赤木に っいて

並ホ本数 • 高 ・ ﾡ高 建社 . ﾡ陰及の測ﾡ

B ささ 取ﾡﾡ

① 作物について

作物の種頼 . ﾡﾡ方法 .作物別作付の 類間,作物引 書

② 株木にクいて

熱作・ 商作をと り入れにﾡ合の林木の 生ﾡ状返.ﾡ林状ﾡ上の 

同ﾡ魚,病安客発生の状況 •

③ その.ﾡﾡ作をとり入れた理由.今淡の力 耕税0転米

2・営結系

/ ﾡ査地を令めた地滅の歳況

はじめに • 綿I聲を行久った三戸村,ヒア町. 大戸町、ハテ 市の4 

か所cっい て . その立地環. ﾡ作々間作の此去と現状. 領公地と 

してぼ欠した可地の現状どについて ばべるこ とにする.

A 三ア町

置.光,気条

位 E 認地に 送欠 した 三ア 研ニア入字 キ 山湖は 

東北本ﾡ三アﾡの南あにあり、三所ﾡから中奨 -高町等ﾡ 

でケノヨ3ド. . また田子ﾡはこニから中に約 ksKの地 

ある.

欠通機関 としては .三アから田子までは常部ﾡ並ス( 

私営) がろり、また回子から山端方面に行くには、巻手ﾡ光 

神商行きの画ﾡバスがあり .「乗上」の地点で下車する .

そしてここより 束方的 スよKmで山対部落に至る.

地形およびﾡﾡ 青素 . 巻季の 浜境の 山樹地にあたり、地秒 

はゃやﾡ雅であり、凹地に水田が分布 し. さ地、標料地には 

ﾡ地と林地がﾡ在 している.

地ﾡは大灰およ び大山砕周物のﾡ意からなり たって いる. 

土ﾡ型は BLDに波当 しているものと方えられる- 

杯あは 220 〜ス40のﾡ屈内にある。気象系件は、 

満合地で の ﾡﾡ値は、ぼいがもっとも並い三月測候 竹 での 耐
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値からみると. 子均気ﾡはノスム°とであり. また好副ﾡ 

木は約 222 のス程及である- 最深積香は よ とnL であ 

って. 很京用国は /,月から"月までとびっている. た風 

向はるはﾡ京・残は系度が常買となっている . びrお初ﾡは,0 

同T 下旬でﾡﾡはよ月上句となっている.

o 山 端新意にちけ る ﾡ業経営の 碎

山端都者はも とは「山」と いわれて ちり . ﾡ支か ら山上まで 

林地と畑地の輸終後客がさ来か ら行りわれてさた ところである- 

耕作面. と a「た耕作の 獅ﾡ は個 々の ﾡ係のそﾡ状況マ みかの 中 

囚どの関係から一ﾡ していなか? たが、ーア当り約4〜よ4α 
を耕作 してきたと いわ れている.

耕種物ヒ して は. 益教頼が主であり . 欠イツ、ヒエ.ッバ、 

アッキ・ ァワはどがﾡ々天ﾡに求考されてきた。そして当ﾡは木 

田がまだびかったため2. 主と して切春畑によ り 食量を各給しい 

がら ・馬震と以求を主とした経客をﾡ持してさた.

その後意業ﾡ術のば歩にっnれ. 昭和の初ﾡに入ると山ﾡﾡな 

のこ の地でも氷田•經量飛、可能となって きたために 、るアとも、匕 

工Fりか り太作り へと得に転ﾡして きている.

すなわ ち回地でス木の誘登可能な個ﾡはいたる とこ ろ水田化 し 

てき た。そのために安 した糸作り /2主力べそそがれ . 畑作は新 

次少Sく なってきた- そして感かの不えから通される畑地が 

安くびり ・ これらの波運 さ れたﾡ地には ・もよりのコバノ ママハ 

ン 六の天然下ﾡによるの 成 と, またキリ. スギなどの人 

工植ﾡびどで、ﾡ地は次奈に株地に切替 えら れてさ にといわれて 

い る。

共後は切替畑 と付け てい た場合は. ﾡ地改奪こよ り 作着の 

手に次っ=り ・ また食ﾡ増走のための目ﾡ起ﾡのこれら切き細 

株出 制及により 音畑 と同じく扱、わnれ たた めに、 作 者もめ 要以、 

上の耕作を好まびくバり ・ &次に これらi自畑の成光は少なく 

はったようであそ.

しか しその衣久運事祐も次ﾡに対おして くるにし たか、S. また 

木放ﾡの上界にも開Lて 山x部き。ぶぷもこのような▽ﾡ 

の 成 をまたとりあけてきてはいる がく前のよ う だ、コバノ ャ 

マハンノ キを主と した切後屈から、スギ、アカマッ、キりなどo 
樹種へと 、務りかわってさている。

また 耕作地而状にゆ と り がちるﾡ&は • 自家方かによる切啓堀 

以成をせ・牧年岡 ,油作経ををめ暴とする小、凝撲α長&に株 

を前扱とした耕作契的でﾡ付けしている別もみうけられる。 こ 

らの小作期岡は2年がれ行とのってい るの で. 土地許相ﾡは切ﾡ

式2手目の未には木を植共して いる . そ して 3年目以呼は 

入ﾡはﾡで排可施期用ヤ植素木の保甘 を条花 (主と して 

ﾡ打ち ) し はがり物をﾡしているのが含ヒ されている- 

C 山端可窓の概

ﾡなの対象ヒ しz町地は ・山端か ら面方約/ Kmの茶・木ふ地 

・(ハンノキ 公地) と 云わてい る所であって ・ 当者寿からは 

逆を登り さったお地の0*や平な個所である .

このu-ﾡはもとは旧斗川対大字斗内の共有係井 ・波地でが 

って、4○数名の共有地であったところを、明※42ﾡ頃個人別 

に 所有権を 分割したものであり、城面病は 24 町サ で あ るべ、 

更附に あ る 共有着 は権利 を希聖君に原渡 したために o救名で買
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放っている- そしてそれらの原ﾡをﾡこんし ・畑作経を行って 

老たが、 化客託料を使用しなか った当時は主と してﾡﾡと下応 . 

本どを用いにが.次ﾡに4P物は戒次してさて . ときには収秩 

徳ﾡのﾡもあ った . そ こで地べ消耗する と耕を切り. 林地 

( コバノ ママハン ノ キ )2転ﾡするよ う 経きを採したが . そ 

のたち2この一帝にコバノ «マハン) キがチくはったといわれ 

ている.

なお ・ この切-帯の コバノ xマハ ンノ キ を取り入れた「木湯作」 

の歴文は着政時から ある とい われているが、ﾡ地同辺の名地 

での切替畑経をの愛文はそ うちくはないようつ方えられる.

新/表
象況 (楽料:三ア内ﾡ測所)

※ ﾡ計ﾡ次はﾡ設以米 . 昭和2ス (タ47) までのものでめる

\分 

月索\\

_ 品 co)
降水ﾡ 

t
ﾡ水日ﾡ 
三 o.lx

積都成
¥販型 平長

/ 同 - /4 x? - ス/ 30 7
→
22 2%2

I 2 -のふ スら - ス/ も“ /$3 $ Z2
3 3夕 ム& -23 女/ /3 0 う5 . /40
4 // / ノ4ら 22 7/ら /.ク 6 z0
よ 4? 22と //P —

24 /23 P3タ /スo —
ク 247 2P 2 /P2 “3N /s0 ・

ス45 2クク /タ/ /3Q2 /33
夕 ス7 247 /3P /tI2 /Sタ — —
/0 /4 /2P &4 3 /ヌe — —
// 83 ノ/. よ 2 クよ /53 / 3
/2 /5 4 - 34 s3./ /$8 /e &夕

金耳 /24 7 /223. /e72
來郷秋 23 2 23 23 P 2

d 山効都きにお けろ切忠畑の耕種方法

① 切告ﾡの成法 : 林木の我操乃と枝条が •小柴頰を政画計に 

朱めてﾡ却する ・ そL てﾡ却処理後、旅を1 。とx の 目李 

oも とに両側』かりﾡでﾡり 上ける. 出未上がっに陸は高睦と 

り ・ ﾡの 上郡で約 4ocm、ﾡﾡが約 40〜 sc x内 外 と 

αる.

こ らの作Xに火用する意兵は ・ 子氷 (山畑作求用のﾡ) 

を用いている. とくにコバノヤマハン キの側根は比装的マわ 

ら かい= めに 子ので .唯立てが可ﾡとさ れていろ.

Z午目にるとﾡの個ﾡが及対に唯になる よう にﾡ互に睦→ 

ﾡとるよ う に陸作り を行なってい る .

② ﾡ程作物 : ﾡ惨畑で普血救きされてい る4作物と し て はつざの 

も ○が功 られる .

こ こ でのﾡ名と しては、切替畑成の /. 2年はか なりホァ 

? ズ を谷ﾡ次 とも取り 入れている こ とがあけ ちれる.

料作物……がイ ズ •アズキ • ヒエ・コムギ・ナタネ・ソ 

バ

③ ﾡ力:切齢畑ﾡ茂の初ﾡ目は音血畑よりはﾡ4 x 夕く0 
ﾡ力 を奥、裹ヒす る. それは書【畑では不めﾡな「地ごしらえ 

がろ るからでめる. また力ﾡﾡ ﾡ成の ﾡ/ﾡ日は 鮭成地も かな 

り雑平が祭求しており. とく2ヨそギがすく 発生するために除 

車の 数 と ま た作ﾡ量も 多いといわれている-

なお.2 目以際は音畑の作※ と ほぼ同 じという.



--

標 ﾡ 労 力 (/oαﾡり)

作素の秘ﾡ 切 普畑 /写目 者通ﾡ

地ごしらえ - 人

睦 立 て ク 2
持 • ﾡ / /
除 ¥ - 22 / 2
刈」 承 2 2
試殺ﾡ以 3 3

計 4 o Ζ P

② ﾡ席ﾡ : ﾡ香ﾡの 並成/目と ・またス牙同 は各意条 とも ﾡ 

ﾡ料で作ﾡを式考しており ・ 3年目から書ﾡに準じたﾡﾡ料 

のもと でﾡ塔理 されているの が治 と さ れて い る -

施 ﾡ 名 (/oのもり)

作 物 名 卒 安 加 聖 4% %
イ ズ

■ rす /220
す

スク
す

Zい アテ

ア ズ * / 222 20 一

・ ヒ 工 — 2e 22 — 下4〜よ斗と型子そ

ム ギ — 2o スク —
ﾡ合してﾡﾡ

ナ ネ — 22 4e ^

ソ パ — 20 22 —

9 数番 : 勿移畑 と音畑との必登差はあま り明 りようでない.

す わち ・ 施席の 項 で t ふれてい るが、切 替畑 だの ノ・2年 

同 まさは、ながいこ と林地と して施されてきているために、

-15-

落乗 ・ 落段么' らびに享本がが林地に 還元 されて いる ために、次 

魔報塔でも普通顺と比校し て もﾡならびにﾡ便ににﾡﾡが 

く. むしろダイズバどはダ炊ぞの地がすいといわれている. そ 

してとく にヒす祀料公どを 用い る場令には作物はﾡ長しかえ?

て滅次す るようである. お初告ﾡも 3平以降になると無配式 

培か、不可能に なり 、音畑と同様公施応番で作付けしているの

で叔そには とくに ﾡ化がな い. きに耕作さ れて い る 雅報ﾡの 

ノ。 α当りの 派半番はつ ざに示したと ちりである,

地 名 切ﾡ畑 普通

ダ イ ズ 2ー3" 2-3" ノﾡ40 K子入

i ァ ズ キ 2 2 ・ ム2K&入

こ 工 7

コ ム 2 3 ・ 60 K& 入

ナ ネ 2 . 3

ソ
・ *.---・-

バ 4 4 " よ。 K3 入

e 合調企団地の付解

ルo ゴハノ ママハンノ キ/ら 午岡 - 
レ
/ ﾡﾡ - ズダ、 イ

ユ バ、ノ ヤマハン ノキ

イ ス・ヒエ・ナタ ネ・ッアズキ

ゴ バノ xマハ ン ノ キ

大山氏

% 之 / 3年問 -
い
8年ﾡ-

い
4年ﾡ - 攻(ﾡ)ﾡて ツア ガ

-6 /7ﾡ -
(子年周 一

3
ズ欠 イ
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/ 間

o 4 /ク年版
J
/3零岡

2年A

o よ ノ3年ﾡ 
り

/4与間

7年ﾡ

o ら ノよ年岡 
レ

(3午間

ーキ リ・スギ

- コバノママハンノキ

-メィズ

-キ リ・スギ

- コバノママハンノ キ

ー ダイズ・ッバ・ヒエ

ー リ・スギ

- 番作畑

—— コバノママハン/ キ

ーイズ・ ソ バ

氏

天白

状、<万) ま

8ア町

Q 位ﾡ・地況.気系

登地に出えした入ア町は ・ 南面地帝のーマを形成してい 

る共税の さ地と相役い才ﾡ千呼とか らなり、めぼしいあ地ゃ、 

山症は ばい・水系の おも ばる ものとし てはﾡ入ﾡ川のみであって 

水田はそのせ形とまって . ﾡ入忍川の流ﾡにあいら宋へ分布し 

ている.

状求は . 北却せ迫の水田は台光層の族少な沢をﾡれる小ﾡを利 

雨して小ﾡ狭に つくられて いたが. 戦画営お茶によって光承名 

ﾡ問を械断する 水窓がも う けられたため2水意にそって年々ﾡ田 

されて きている-

土ﾡは突入ﾡ来城洪務 (表土 ・沖積ﾡ. 下アは沼炭) でら 

って当のの納 イをちめている. また来事 ー帯 は表土バ火山次法 

土壌でめ って下層加、沖肢階になって いる.

総否積は 、244メであって .そのうち 林野面ﾡが37& 

Q であり 、ﾡ休地が 2タ? 7な&ある- ¥ して私有人工と天 

べ林はほぼ同条で、外茶樹がほとんどをらめている. そのために 

これ ら林茂物の N 根の回転は so～ 70年を経ぼければばら 

ない現状にある という.

気について はﾡな地での親効値がのいが、もっともい三沢 

疑刈弥でのﾡ効位からふると、年平均気藪に バ と 七であり •ま 

たﾡ際水登は/oよ/wmL ﾡ及で. 際水日数( クノ ジガし以上)は 

/々4 3 日 となっている . またﾡ派積雪をみると s4 ctであり 

ﾡ客ﾡ周は ノ/月下ﾡから4月上旬までである.



気&求況 (楽料:=ヌ区内幌ﾡr)

\区 公 

F質\

班 (と2 降水ﾡ
ン

呼永日会 
乙a x

受深秋

石 art
秋番日 

数み5る 子系あ

7 テ - 2b /7 - ク/ 0P 32 之ム 2

2 &2 24 - - 4 7スと ノ53 よ み 3

3 42 &s - 2? 647 34 〃厶 み/ 2

4 /27 /ラ る/ "ム / 3 ス/

よ /& ? / / &8 P3e ノ1・ 6 —

6 /ス? スバ 2 3 & , / 3 —

7 NXタ ス47 /&e 2ス. /42

ス4 P 270 〃/ タム7 /ス3 — —

夕 スバ 2 ・234 /ス /a ノ4 — 一

/o よ P / ス P2 / ノスら —

// PP 〃 よ "厶 /タク ス 34
2 /P 4 / - 37 63? /A / 7 222

P 4 22 /44 3
•

*袋 /ス / ス /2 /2 P P ク

※ 統手次は製談以来昭和 22年(ノクク7) まさのものである.

b 改ﾡ系ポプラの蜂入の経山

林ﾡの久後をるめるために. 甲成樹ﾡとしてびそ素キリの植救が 

小否積公がら行なわれてきたが. た M たま改ﾡ系ポアラ/2函和 

に着目し全町をあけて、 ﾡ入することとし.同ﾡ秋に索北パル 

プ株式会社 2載契ﾡを結びﾡ在にいたって いる

一I9-

植式契約によ る次別植求本教は っぎのとちりであり, 主とし 

て名地内またはﾡ地およびその同 切の買林な どに植救 されてお 

り ・ ー年は状まの林地を 切替油性炭をはかり wら . ﾡ共されて 

いるところもある.

第2ﾡ 次別植ﾡ求教

4 -G コ ・入ア レ A 品 種
计 4 考イ呼オヤサハ * /や

2キ
2030

3o
/20

&2

ノー
ユ

aP

ス50

20

20

<e0

/一
壬

AB

スク

加

$o

24B
/一
<74

ノ 242 名 c8D
昭和5よキ

36
弘

37
37

K 
力

勿 

必

ルリ

20
$0

/o

ス50 2タ?

5
却

4o
4

/2

屹/

40

3/0

22

秋 ﾡ

致 該

4
合：計 4/0 

・
A5P 8 450 4o 22 $o ☆ P

c る部ﾡ町地の 作竹極ﾡ

8 / (4第脱ーポア ラ (高震に稚木林)

\4ﾡﾡ - ッバ・ エンバク ・ナタネ・イ ズ

• ・ き田氏

%2. ? 手間・ ー•クリ •ナラ •雅木

み年岡- イズ・ヒエ・コムギ・ナタネ・トウそロコシ

/»年順 - ポラ ・スギ

\年町-- トウモロコシナダネ・ヒエ 所率良

a s.. $年間 - イ ズ,パレイ ショ・ ナタネ 

レ

/3年間 ーポプラ

\3年ﾡ-バレイショ.攻 ﾡ あ坂ﾡ

...
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3 耳樹 ーポブ・ラ (ﾡ ﾡは書通畑) している.

-2I一

5午面 - オカボ. ビート・イズ・ トウ モ コ シ

氷内山 ﾡ

Cそア新 

2位置・地況・気糸

ヒ戸町は上北都のほほや 突都に位し. 求北条上北町駅 をﾡるゐ 

方約 /2 Kれの地にちる . 総ﾡ秋約 / と K<で ゃ マ方形に払が 

り・ 家は大千 洋洋 より約20 K.m . あはい甲田の に約夕 /oKmt

は 約 /ケ rt で 形条汚こ す る . あ端2 は標る eスv mtの 八 

幡岳 が そ びえて 大ネ林地ﾡ をなしている. そ してそのﾡ野はゆる 

く 束に“ いてむり、 愛数の 五陵を彩成し . あの約み3 そ及ってい 

ろ. そして平ﾡ地はこれらの丘ﾡﾡを求に流れる倉両川、作田川、 

和田 l および大川 ば どの 入河川のﾡおよび可の ネﾡﾡ (2税

認公地の とア町に ・ 七テほ内現測所「がある- ここでの概測を 

みると. 子均気逐4 //. と でたにﾡ降ネ置は ヘ/パ w程及 

で ・ 済水日数は 夕。日 とざっている. また長源系写をみる と7 

on でろり .ﾡﾡﾡ間は /2 月上ﾡから 3月下包までと なってい 

る .

ﾡ計ﾡ次はﾡﾡ系 . ﾡ和 22午 (/夕)までのものである

丹别

気 • ﾡネェ

rnt

降Kヨ教姦旗
* ・* *マキ-*----------- 

■ ■
萩番日鉄

平兵 子場量ﾡ 三 a/xtt ・ ct

/ 同 -k J 22 Po z/ /
1 .

「。

• 2 -久/ ス4 PQ7 夕3 P, スムム

3 7 43 -3& 6&./ /e4 ?/ スヨル

A 夕 o ・
P /' /N7 / 4

s P 〃之 : ん/ 72 3 /ス /
・

• 一

» ムタ 〃ス PPP 以夕 一 一

7
•

スス女 6.と /223 /&2 — —

P 247 ス7と 83 I ノタタ 3

1夕
スaP 236 ; ノ30 s6 ノ& 2 ▼ 1

/0 /2 A3 ; 43 ! 夕" 一 _ 1

3 //•2 ! 7タ2 l ノ32 」j スタ

" i ん,
・
_ュ。1 ススム. ジス 233 1

企、 /7 1
・

T
ルム1 44

•
ヘ/P ス P22

i 1

坪統詩耳次

1
23 23

»
1

3 23 P ----- - --- P



-22- -2ユ3-
b るﾡを岡の付経ﾡ マ千なと ころであり . 比ﾡはち生ﾡでちめられておる ,

o 7 1
3
1
3

o 之

子

用

簞福

午面

ん。 ラ 乙 千尚 

レ

3年

ス ギ

ナタネ

浦 田 A
コバノ* マハ ンノキ

オカボ 田 中 は

ア イ ズ (済歴はス ギ )

コベノ ママハンノ キ

牧 辛 成 田 ま

入 平子洋洋 に面しに透井等のためIに比 ﾡ的 耳 同 を 瓯じて 孤暖 で あ 

り ハア測ﾡ所におけろ凝刈か らみると 、年平均気溫は .s 

°c であり、 たそ均ﾡ水ﾡは/2P3mL程衣で、ﾡ水日ﾡ(a/ 

t以人上)は ノムAよ日とは? ている- また 景深積雪 をみる と 3/ 

eでウり ・ﾡ営期間はﾡね ス月中ﾡから3月ヤ包までと書っ 

ている. ・

気象※ (ﾡ料 :ァﾡ候所)

D.ハ.ラ 市

リ ンゴ図に状ﾡ救きを実花し Sがら・ 乳すも飼務し ているこの 

w本地は、者森八テ布た手洗つあり、求北本ﾡ元内ﾡからへア

にﾡﾡえ:ア駅下宰後 . あへ約 3sK の 郊外で出牧的攵砲 

に供利 なと2ろである.

有森県でも 大子洋側z砲 した と こ ろで、ﾡﾡにもく 形はヤ

「\g分 
月\

I__ 気 g 22 降水景;

ご

際水日数

三 a/rf 署 crt
1 茶 ﾡ 

日_ 数そ最あ 子5系

/ 月

广- * _ **-*

ー &? • 1
叫

/メ 22 /タ6

•
ス2 - • ss2 ; w, ?/ 1 262

•
ペ 3 ムク. - クタ g s /ヌ 3 23 ノル

ダ ノ33 7/ ゲ //ら 4

s ルク /スP P7 2 /33

4 /ス? 2cP バ 9 /eP3 /ス5 '
? スス / スパ /ス0 ノム/

*
••*

。 :
24 7 zz, /タ / //"： ノ32 ト 、 *

夕 ス/ 2 1 // /P27 /4s ?

o
・

/20 | P3 e/ ス 1 ノヨタ .
j

/
1 •

4「 
I 2 tP5 /44

' J . ・
ス

; ス3
ス ' i 4イ - ス7 430 ル31 /ヨ な 1

金年 ノ Z ・
'

ノ4Z . 7 Ae834
• •

1 /68よ
i

・

!

*$ ! スラ スョ 23
ヽ

/ P 
,_  _

: ・



b 祝在での茶経動

の 牧辛の 導入

ﾡ後地に欠しニリンゴﾡは高素始23*4 であり,摂令に 

/2教ﾡから 2。数界でﾡされている.

リ ン コ園の救ﾡ入の経 をみると. 初ﾡの目的 とLては掛 

画の土坂ﾡﾡ止が主目ﾡであっ た.

第/ 回の教辛のﾡへは認和2引年倉に7内をﾡる隔こルの上 

承死料でレッ ドク □ -バーを金る的にしたが、 にん長 

ﾡﾡﾡ争の ため ・樹図地の手入がﾡうよ ら に 行 な、われなかった 

にめ2土ﾡは酸性化してぢり、クローバーの発ずはﾡ好でゐっ 

たが、次第にﾡ矢 し て特長で きホ・ っ いに消央 L< しまった.

その彼亥素矮當をよ ク合置化し取益を展节ために. リ ンゴ園 

の 下平列戸 を主とした乳キ第養 を も加味 ることと しr=。そ o 

たウこさら /2昭和ス今牙秋に樹下 を耕超 し .オ ー今* ードクラ 

ス・ラジノ クロ ーバーを ・ おのおの学でﾡ樽した。 (/oα 

当 り硫安 eK?. ﾡ石 4e <a . m要 zeK子. 播ﾡ番 ノoα 

当り・オータ*ードベラス 2 Kみ. ラジ クローバー ノ.or) 

また 別 比 スム 年〃月に ・オー今x - ドグラス とラジノ クロー 

バーの 混ﾡを行 4 っ =個 所も あ るが、 3れ らは その役オ ーケ* 

- ドベラスの繁 みのため2 . ラジノ クローバーはﾡ及さ れ . そ 

の後洞火してい る ・

術園下に撑入した 2nれ らの牧尊類は. 種後2 ～ 3 目が 

以ﾡ がもっともあく ・午目に入ると氷番はﾡ下 してくる。そ 

のため I2永和な 今 〜 6年経止 し たﾡ術に ついては. 際秋に純欠 

したあとにメ取り 、そのまま放ﾡする ことにより. 牧平地のﾡ
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新を統けて さている. 牧半の流ﾡについては •毎年冬期に信義 

家畜の承をﾡ布している. /2乙当りの撤布量は約4～5お程 

及である. また毎耳早 毎に /o&当り 忌4e Ka ・ m王 40 

Ka をﾡﾡしている • 枚手の刈取り利用状況をみると . 猛 

月下旬から 6 月上旬に第 / 回刈 を はじめ 9月中初まで刈取り利 

用してさている.

刈l取回救と 時窮

刈IR利司回故 刈 取 時 期

/ 回 メ

2
3

・ 11--------------・

4月下ﾡ ～ s月上旬

6月下ﾡ

P日上包 ～中旬■ 1
ラ 目中 包_______

びお. メ系利雨回ﾡは零よ回刈式では可能であるが、 5回メ 

の時類がちよ うど,リ ンゴのﾡ類こ入るために労かの関保上 

刈京り 利用は して いびい、

た一方リ ンゴの規女ﾡ務除のためにﾡ楽ﾡ布を笑花してい 

るが、これらﾡ布時には .ﾡ日 にかなり す量に採平しておきゃ

ﾡしている-

② リン ゴの収整

牧平式地にちけるり ンゴの /eα当りの枚番をみると. こ 

こでは牧ﾡの ﾡ入後4 ～よ年経する と力も かなり ﾡ好とS 

りﾡ準ル番の 匆2 朝程度は 増取 之れて いるという.

こ2で の牧ﾡ求き地 におけるリ ン ゴの樹令 別の 22もりの 

収長はっ さの とおりである
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リ ン ゴの才令別収量

---- - ------ ------------- -- --------------- ー ー

リ ンゴの塚登 (/○当 り )

/2 ～

約 3〜火 者枚

70 ～ク5ﾡ

/52 ～ 200箱

～2ダ0箱

2) 各ﾡ査光に おけろ成績

前 庭の ように. ﾡを面 としては 4市町にまた がり / 4 か所にっ い 

て、ﾡ測 およびき き政編査 を行なったが、つ ざにるﾡ査団地づと の 

績について をべる .

しかし、ﾡ2も後べたが、林木と4F物の作付の記分からみて . 輸作 

商作 ・ 熱周4作 の3 確双 に分 し たので、以下 測金両地の分布 している 

布方ではなく ・このよう ば作竹によ っ てﾡﾡ し、はじ に輪作形熊に 

ついて 、 っざに商作形ﾡ ・ 最欲 に輪脚昨筋態について 祀方ユと にする.

A玲作彩

こ の形ﾡの 字には. 三アのイ。 1 ・三ア ﾡrの o 2. とア 町のo
ノ の3面地が念まれている.

A-1 三ラ町o1 (大山ﾡ)

この調直地は ・ 土比ﾡ有ﾡがコバノ ヤマハン キ林光を採したと 

2ろであるが、 ちようどﾡ意に杯枝糸を新ﾡにめﾡなﾡがおり、あ 

わ せて 切書の 耕作 たも 希里 して い た ために ・ スか ﾡのﾡ付で償 

竹 している個所である-

そのため. 土地所ﾡﾡはﾡﾡスﾡのﾡにはﾡ木を植ボする予えにし 

ている - まにこれら催付地の べ料としては共作物の炊ﾡ子ﾡ番の 

3ﾡ!の小作料を物約する こと2gっている.

したにがって . 本ﾡ公地はね然たる輸作税ﾡではびく、早晩に総町 

形銀とのるわけでめるが、マﾡ時点においてはﾡ木 → 作物とやし 

ているため 、ネクループ。へ入れたものである-

/ 切替畑史成以許の状込

この趣ﾡは コバ ノ x マハ ン ノ の人工泳で ム 年生 であった, 林 

木の生有状派は . あ対的 /o～・,2 ﾡ高,道径 2 〜 パwt 

のものがすく令まれていたために ・ /0αもり の秩ﾡは約 sおく 

/3.夕2 力1•3)と いう.

2)現 五

認和 3P年春・コバ ヤマ ハン キ の採ﾡ系 と ・ ま た林地の 木本 

ﾡ そ刈 って . 数か 所に糸めてﾡ知 し たに. ﾡ理後 . 麻市 39?0c": の 

日矢のもとにﾡ側か ら依でﾡり 上内・ 高ﾡを たてた. 求上 がったﾡ 

は上ﾡで40 ct . ﾡ立が 4o ～45 cnt(介となり. これりの 

陸にタイ ズ を番通した.

の 生 背状死一

融处時は イ ズ の種求約 3か同 を経 しているべ、生育はきわ 

めて ﾡ好でめり . 者運畑と比ﾡしても . と くにﾡ名はない ようにみ
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う けられる・植生編書の結系は2 ざに示したと おりであるが、 タイ

ズの対ﾡは,厶4% をらめており, 平均車丈は約 P / cn e、

ﾡをﾡ図 してきていろ。 しかし 切苦畑性成 /ﾡ目のために.ハン 

ノ キの切株は永だにﾡら才残存しており . タイ ズの茶法下には野 

が出ﾡ している.

植生超益総将表

界 爼名 平ﾡ水
斤

相対桜受 * 子均平ee
ア イ ズ 5 o アム.〃 P3

4ネ科

スス* oスb /2○.2
エノコロ クサ o.2ら 1 s ; /202
ヒ エ 一ク/ 22 4e.o

・ ?

ヨそギ 222 Qよ クク s
ママコナ ao/ ■A2 ょo
ヒメ ジョオン •,/^ o2 z22

•
キジムシロ : oo/ ②2

・

/5 0
ダ今ッボスミ レ

•
・o2/ ② 2 /o2

ツユクサ ; 25 ^ 2 ■
442.0

・ ノ今ドメ
i 22/ az . so

木本頬
\ ・

クマィ今ゴ 405 / 2 20.0
モミジイ チ■ a2/ a2 +20

-2-
タ・イ ズは ま だ奴&類 に入 ってい いの で. 一. 公免地,て、件作着 か ら 

予想よ番 &さきとっにところ. 草丈 なと、ハらみて o &当 り約2体、 

の炊愛がある との検見であった.

3) 今)の 施章計画

① 作子欠ﾡ額

昭和39年意に.キリ とスギを同時植式2子しているので.切

ﾡ 2年日 はダ4 ズ を作付け することになる -

3午目いら は 付契 約がされる バ、頃行に よ り 耕作する 予 条につ 

き ・3ﾡ目はヒエを. 4平目はグイズかまたはッパを搭控する千た 

である. $ﾡ目以ﾡはﾡ木もかなり生育素するので、作付けを 

しても収秩電が余り チ く なく考力がすく 表するために本置する 予 

である.

② ﾡ炎太の植竹本救と叔ﾡ予夕ﾡ

ﾡ区の ごと く . 未ﾡかに キリ、ス ギを福ボす る. 植数本鉄は o 

み当り、 キリ、40ネ ・スギ・ 390本をﾡ植する 千足である.

状予欠は* りは植式& 0ほ余り. スギは ヲク毎 を目揀 とし 

ていろ.

A-2 三 テ らr xo2 (渋、白)

2 の調公はﾡ左ま でに、ユバノ*マハンノキ(/3ﾡ間) → 切替 

畑 (夕 耳編)→アカマッ (4年田) と輪標してき たものをある.

/) 死左式までのﾡ茶ﾡ

① 妹 木…… 上のごとく林太と作物の除作がなされてきたところ 

であり、認和 27 手 こ コパノ x マハ ンノキの 林令 /3手. /◇α物 

り の収様量 ox く /. ノ 3～3) を禄 し、za ﾡ春切きﾡを成

して 35ﾡまでの8ﾡ 間ﾡ地 を煮 して きたが、地力が消耗 して
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さ たた»iに ・ﾡ和 3 5千意に ・アカマツを /2の当り 3cのネの名 

合 で植栽 していろ.

②作物 .

切替ﾡ協ﾡの昭和 2P牙か ら3今手式で.イズ.ヒエ、ナケネ 

ソバ・ アズキな どを作竹 けしてきていろ. P年岡ﾡと してﾡ持し • 

てきたの で 地カ ベ消耗 し てきたために また林地にも どしている・ 

物の求考及とその以そは っぎに示→ とおりである.

ﾡ 作 作物名 収王 (ocsの) 施 ﾡ 音

新/年目 昭2年 タイ ズ 2体

-----------

2年目 イ ズ 2 "
3 ; 3o •[

し 工
2or? , L.おク"

下キ

, ,ナタ, 
・ ソ ノ 4

・ ← " z ( 夕系 旦我

と 工
.

2旅 //
7 ・ 3 ソ バ

产. アズキ
-.... .............

(枚ﾡ祐ﾡ ﾡ K

み)ﾡ 派のネ
ナでにアカマツ の植求後 3午 を経 している、 生育はす こ ぶる

であ り、ﾡ基のﾡ求によれば、/。 2せ り 立木本救は 3/ ○本 .

平 有裕あ 試長が約 /A。 cであり . ノ/。 tから23o ヒ の 

ものが分布していた.

②植.生

ナでに切替ﾡの付が炎了 して 3年経したためz . 林地内には

普通朝他にを くみ うけ られる耕地稚平と原好類が況生して さてい 

ろ。 そしてこれらのかには祈分的てはあるが. コバノ ヤマハンノ 

キの天点下種による稚市べ発生生ﾡ してさて いろ. 植生混生の話票 

はっぎに示す とおりである.

理 & 平均被及 対被及 メ な
1 平均単文 ・ i

・ 工 ノ/・P $20

xカボ ・4 &./ 740

エノコロ ハサ a02 2と ノスs
'

ョそギ a 25 su 7$2

ヒメジョオン 2 P / /73 &I3 ・ 1
にキョモギ ノ$2

イ・ヌ ダ テ 。• zo0

マツヨ”サ1 a ss P ノる5

カセンソ ウ a P / /スミ •.スヨ3 :
・

ジ シ バリ o3o
・

• 。

コナスビ o o /
:

。2 zs.e

キジムシ, o45 •、 , ?° V• ：
1 •t •

ユバノ マハン>キ 人タク : 2 Z ねク

3) 今後のた茶計動

現を雄救されている7カマツも . Nク数耳たっヒ友探出來るので、 

そのあとをたに切替畑と して救ﾡ営する予欠のよ うである- 

A-3そ テ 吋 o 7 く浦田氏)

この公地光は死をでに、 スギ(30零間)→力搭旭 (3年間)→ナスギ 

(3年阻) と輪ﾡしてきたものである.
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査は昭和 引4年に土地所有ﾡと分牧林の契約を行のっていると z 

ろでろ って ・ 契約限は 30午と されており. 分状キは 地主 4よメ. 

植林着よよ %の裂合で契的されている.

/) 死をでの ﾡ茶経滅

① 作物関係

舞ﾡ地はﾡ和ヲ年夏にスギの 3o 余手生の林地を探しにあと 

に作物を救考し. そのあヒに式たスギをﾡﾡしているところである. 

バ状界の永に大へぞL らえを行なつたあとを . 子欲を用いて 墜土 

じ たﾡ 矛睦 立て 2より力 ﾡ畑 を している.

切告ﾡのﾡ茨方法と しては ・ ます初手目 はスギとスギの列問の庁 

ﾡを睦立てし・ 2年 目 は その反面をも 同様に睦立てす る- そのため 

え牙目 には スギと ス ギの 列ﾡが公ﾡ耕作で さるよう は方法 をとって 

いる。(下図ﾡﾡ、)

初ﾡ目 2手目 ^

あ 高

ﾡ 建.

o/ImEImIN ・.m面IMN------- 。 。AmITg.価m,Gno 

株 ...

① 物と牧番 ・

物と しては、ナタネ を.取り 入れてい る. なお耕類岡中は と 

く に除率は突し て い い. 切容ﾡの成地におけ る 耳次別収量 

は ・ 2 ざつ示 したとおりであり. /9&当りの 書は 号通畑 と 比 

教してみる ヒ ・ 普通ﾡ でo採準収ﾡ が/oα当り s～ら依と いわ 

れてい るので . ここで は約 23のﾡ番ﾡがあ らわれて いる :

-3一

ﾡ :・デア *マ-ベ*ペ* 
弊ノ玉目

舞 次

昭 3.
作 物 る 

ナタ人)
収登/2d当 J

2年目
ssと

55 タ

) 方寿

* * A
・

3年目 ム&
生1期 、

. _ _..... 1 3依

©)肥番

ヲ替畑での施ﾡ督はき. 高字 24kみ、 ﾡ石40K3& 基ﾡ 

にもちいており . 翌春 (4月上ﾡ) にﾡ表を1 /2 *# ﾡス並ﾡ 

するのがこのﾡ方の おちまかびﾡﾡ準である. そして 2ﾡ目に

るとこれ らの施肥量の約 2 劇曜漫 ダ く ﾡ施す るの がせ」.と され 

ている-

きを畑との施肥せのﾡ をっ ざに示した.

普通畑

i4 ﾡ 胆(/2 (/そ) ( )

通 た to P 0

m 里 — ノス

>労 力

晋通烟 では雷 力 を用い てのﾡ之てが書並行なわれて い るが、切 

替ﾡでは人力にたよ らば公 りない、 しか し唯て米以外は音 

通ﾡ と比核 しても大ﾡ がない と い われて いろ. /ののサリ の作業

ﾡのﾡ方ば つぎに示 した とおり である.
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②)林永関係

き地ﾡではスギの山地植救は /e&当り 20o ～250ホが音込 

とされてい るが. ャ 替ﾡでは永少ﾡ植式味で /ooきり /e &本ﾡ

行な われており. 2o 場合の ﾡが探芽の秩もるい といわれ 

ていろ.

替メ及引年目のY83ムﾡ本 ( s月上旬 ) z. ナタネの周に2ﾡ 

主のスギ苫を/0②均り /。b本(3み*2) の割合で植救し rた.

植式後のお地の手入れと しては .植救当年の うと年はナタネがﾡ 

作されていたため2刈が不用でめり、2年目 (昭37キ)は7月 

zメ払を行はっており、 oα当り2人程友必季とした。 3年目く 

昭 32年) Iにも同じく 7月に刈!松 (/o&当ゥ ス人) を突行 してき 

ていろ,

2)現ﾡ ・

①植 生

木耳は刈込実施後約2ク 日 2経して いるがまた野車類が奈ﾡし 

てきてり.»ムクズ.ヨモギ,ワラビなビ がめ だっている.植

生査の結 はっざに 示したとおりである.

植生細窓終括表

ﾡ る 子均が及 相対本水

------------------------ ?

イネ科
•

ス ス キ

一 — ▼ - •

20 • よ2 $o0
エ ノコロクサ 004 < 0 ジ22

ョそギ 1 &.8 うク0
ヒメジョオン

•
0.028 ス0 よ Q 0

オカトラノオ . 2 o / 22 Z5.0
タタッボスミ レ o. o / &2 s。!1
イヌタ戸 20/ & 2 22 0
ソユクサ ク o / a 2 200

ス ギ ナ a2/ a 2 之20
■ ミ ゾソ バ a25 ^ ス /20

フ ・ aou ■ Z o ス& o

ミャマカンスゲ , 22? 「 2
320

ワラビ /α0 〃 ク

今 シマザサ Aス 322
木本ﾡ ク ズ ヘ42 34P 472

モミジィチコ oo/ aZ ス4 2

xマグワ o 2 〃 ta2

ミ ズ キ Q o / a2 2 0

②林 ネ

3 年生にな った本スギにおける語書に」れば、/ o あたり の



立不本教は /々3本 ・-樹あは そ均 43ct.( 4o～アよのt)であっ

た. '

3) 今後の業計回

32年周の分枚林契約を して いるので、今後よ年周位は林の刈ネ 

を客示行"う ことにしている・それ降は2年ちきに/○ﾡ間下刈. 

つる切・ 核ち ・ 除ﾡの係有&行びう予欠であ る.

B層作形悲

こ の形意の中には ・ とア町のイ。2, 六ア町の。 / . ア市の No

7 の3両地 か合 まれている.

8-/ と 戸 町 N。2 (田中 氏)

この第査地は ・そア町役現から光方やスパm.野光に至る同筋の 

字系手 子地内 Iに力り. 同町の 安田古の コバ ノ x マハ ン・ キの植料地で あ 

ろ が. これ の永内 をもよりの田中ら が排作 して いるもの で ある.

/ ﾡ在までのﾡ業優ﾡ

① 林木 く コバノ ヤマ ハンノキ)

この地はもとは ・ 畑地 と吉で あ り ーキスギの樹林地であっ た と 

ころを ・ ﾡ和 3と年、 37年のみかFにわにり ・コバノママハン) 

キ を全書に植式 Lている- ﾡ積は的引5αであ る .

植求距ﾡば 2P* マで、 o乙当り300本の割になって 

いる .

②作物 1

② 年次列量と3と年, 引ク年の両植共地とも.オカボを4作付L

てさている,

ﾡは植求もは令ゝんﾡと比ﾡしてもﾡ送はないが、2ェ目 

以降にはる、ゴバノ xマハンノキが成長繁ﾡるのでﾡ稲のス 

ごに減沢 してさていろという・ 平次 ごとの /のもリ のぷﾡ はっ 

ざ。 とおり であろ.

# •作 年 • 38年ﾡ式地 37〒ﾡ式地 普通. 畑
* 署一.,* • ' • 一* * * ,・. • -. *ﾡ *マ ・* ・ 番ギギで卒▼マで 

依 森 依
Pラe年 /郅目： ク " *

1 37年 2系目 3 - 4
• __ I・ ・ マ - **マ * ・ ー - - r •* C ―▼ 、 科** ﾡ • 琴 ・ ・ . 希 •- 、 * a

③炎記電

/oの当り の地ドﾡは者山対と同量と て ッ . 滅表 P パ、ut 

お20 ? をﾡﾡしている- なお准応は日ぷ生凝がないたのに抱用 

•てレない,

G»カ ^

鶴 力 rら に片お校等で ﾡ立 てを行なうこ とが でさ ない ため に、

溶桎: までこ /e a当 り的4人さ 裂 としている.

除奪は 4月下旬 とよF上句に2回行なってきており ・95 /o人& 

必受としている。除率ユ普ﾡ畑 と比表しても大2 がが く ほ ご同 じ で 

あ る- 残 ( 刈ﾡり ) には☆ス人、脱役 ・ 調ﾡに3人ﾡ及を公長と 

しているので. /o②当りﾡ/夕人内外の力とびっている、

2)現 流 ^

オカ ボの 生有状ﾡ と林木の 試長状え女どを祝える ため : それそれに 

ﾡ参を行なっ.

①D 物

オカ ボの生ア状況をろると 3と.キにおへをﾡ求した3キ生なで 

は かけつ数 パル aく 生ﾡは余 レ 良 :"いよう 苓あ る. 植生裂 かの 

結求か らみる とオカボの対ﾡﾡはP2%で平均事犬は ノク5 2
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である。 なおメヒシの 分布 が雅ﾡの ヤではひろハっ

34ﾡﾡ植 萩 龙

理名 子み及 羽「役こ 平 均等土

オカボ 
メヒシバ 
ズ ざ ナ 
ア レオノマク 
三 ン バ リ

Z .22 
o.. 
2. ◇会 
/ ・2よ 
o. 2

乏& / 
/2・ P

/2

; M/C2
47

-2・2
42. o

1

5 耳 生

つに ラ7年ﾡおのス牙生林のオカがの生ﾡ状をみると・ 相対被及は&マ 

%で平均ﾡ*が4/eクcz の生否を示 して力り. メヒラバぽ様Iに比来的 

僕務 はﾡﾡ類 となっていろ. オカ水の分 っ故もシくみシらuる. 生ﾡ は 

比と区的契せである.

3 フ 及植ﾡ地 2生

第至 ﾡ名 平均ネ産 ﾡ対破た 平均学だ つ ざに型てめるが

オカ ククる xクみ クs.8"t オカがは我在ﾡﾡ中の

メ と ラバ e. 矣£ S o に次ﾡのルﾡはa
スマナ 
ッ ユ ク

◇.よ /ダ 
4ラ

22.2
<o.o ﾡてさなかったが耕作

ソ バ ◇.22 2 ク
名の予氷整は.>ど坪 

取龍が切若という.植ﾡ地での型は又城. >ク坪ﾡ殺では3依の

②林木

④ ﾡ製本数、コバノママハンノ会の/"4当りの柏ダ本数は.s 
とヒタク ﾡの両植救地とも >◇e本のl合ごﾡ状へている.

© ﾡ険及: 4ﾡ牧てはすてにう坪百となってさため)につ樹 

は交さ し は じめてさていろ 樹ﾡ役彩 面ﾡを 測欠したと 

ころ、/ 本当 り約スノ2?く/4～307) の役彩面積で めるの
・ ・

で. /0の当りの立 本救が 320本であるので、樹別投彩 面京 

は4うと となり ・ あﾡ及は約 64%となる-

また. 37 手植兼せについて みる と./本当り の樹ﾡ校影ﾡ積 

ば約く6スス2く4ク〜/の)であり . ﾡﾡ及は約 /#とにり. 

②午と林では まだまだ記除及はあく びいので間作には余り 粉ﾡが 

ないようてあろ .

③) ﾡ高生長

コバノ xマハンキの樹あをみると. 3 と年植求地は植救時には比 

ﾡ的小ﾡがチ か? たと いわれる が、子均検は約 スと 5ロt を示L 

また ラ7年植栽地は系方務等が約22ら とwtとっており ・ uれ 

も今承ま でzはかびり のﾡ高生ﾡが獅類待できるも o とみられる .

5) 今後のﾡ奈計型

コバノママハン キがかびり 生抜 してきてい るため2、浸作物のﾡ 

作は-ﾡネで、両植菊也でも終了 きせる予児である.

なお木 の 秩は /0秋年で 次ﾡで送るので、こか 周、普並地と 

同杯び育 を実行す ることにLている.

. 」."
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8-2ア所 Yo7 < 寺 田 氏)

このﾡ在地は、テ町役場の求市約 &4 パL.の芝点にあり ・ 地形は子 

ﾡぼ老ﾡで ある .

ポアラ球入以ﾡはな業務を さと しﾡ林地なあ?た と2ろを、用:んL 

ポァラ を 引5年 と 引e 手に植求L てお り. ﾡ求地は年々なけちれて きて 

い る .

/ ﾡをまでの米経ﾡ

①#水

ポアラに ・ 35ﾡ秋とうとﾡ秋/に植表している-ポアラのゐ和と

• 手次別ﾡﾡ本ﾡ はつざのようでみる。なお ﾡ書地 - は 3よ〒 求始 

(夕4ﾡ ) をした。 .

② 植方法

ポプラの植栽は 一ﾡ植ﾡを約 ?0c 四方 と し ﾡさ を納。 と 

の目多で行公った。植救産ﾡは 6*との /e&当り 2P木ﾡ 

を標用し た-

はじめ の計画 と しては ・ポァラ と コバ ママハン キの 混央 林 

ををするために . ポアラ の列」ﾡにゴバ マハンノキ を植し 

たが、コバノ *マハンノキは植救ﾡ着がきわめて恐く入半は 

して ) っ た

-

-4-

② 作 物

コバノ ママハ ン ノ キ の活若不 良の ために . 継ﾡを主と した作協を

ﾡ作にと り入れて きている-

ポカラ林内に.ダイズ、エンパグ. ナタネ. ナタネ と背川ヒエ・ ソ

バの5つの付地がある。 *してこれらの作物に実取 でめっ

< :-ダ検作 して青刈短料と Lてヒエ が ドさ れて い る.

①»ホ

昭和 35年 秋に イタリー ポス ラを3 品郡球入 しているが、品種ご 

とに区分けL て植栽し 丁いったために. 受祀 ごとの生ﾡはつハ 

なかった。

各4物ごとの、ポラの 生育斐況はつぎ'に示し たとおり である .

個源考
阳 

_____

4作
ポ プ% フ

- -- !
樹 あ ﾡ高面径 ヽ 下

/ ダ ズ
況

◇70
ct //? /e P

・
工 ン バ 4ムク / 厶 1 t 22 P

3 ナ ダ &.c2 /o5 . z 2

1

夕Xl ヒ
・ -

A33
ゲ

/ス P •

ソ バ ・ ・1
■

ノ78

! ¥ 河
1 「 ・

ノバZ ・ PP

っざにポアラ と 同時菜しrに ・コバ ママハンノ キが語書地に 

数本残なしているので、これらについて生営状をみに-平均岩る 

はsPP ot、ﾡ,ﾡ径 zヲc と なっ ていろ. したがつ て . 々
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< キ生) でコバノ ヤマハ ンノ キ は改及ポラの ・ ﾡあでは約 60 

%.ﾡあﾡ径で約。%にすざなかった.

ﾡ本個所別に格ﾡ校影ﾡ積をﾡ欠したと ころでは ・ っざに示すよ 

う な結界とのつた-

た、これら全休の子均た陰及をみると /本当り ノ&Pム73で 

ク7%となク. ﾡ衣ﾡ所の ナタネ・青刈ヒエの区が子均ﾡ陰及と 

はっている.

/ ﾡ り

一均#」

/○の当り

___ ?子

/ タ'' イ ズ /&P3 72

エ ンバク & 3s ' 43o

3 ナタネ /3タ2 ?
多

ナタネ 
有メ ヒ 士 . /6P5 uフ2

s ソ バ

- *......ル4 --**
/タ42 su3

i
i
 
I T4; 

一
‘；
；
— 

—m
i
 H
I

A
%
 
- 
3
 

3
 

ク 

7
 
4
 

除殺

-

F 物

ポプラの岡として. ﾡをイズ、ヒエ (有刈甲) 、ソバなどが 

生育 していろ。またエ ンバク . ナタネび どの表作物は炊ﾡ後 で あ り 

後作ほ 栽、培 されて いない-

る部査光2 おける ﾡ生 状え そみると. ﾡ作物 を枚ﾡしたあと 比コ 

ハチジョウナ・ ヒメジオン、サル トリイバラ、 ナワ シロィ 今 ゴなど 

が素な してきている-

また現を生育ヤの ダイ ズ,青刈 ヒエ 以 どの生有は きわめてよく. 

しかし か イ ズはポアラ の樹ﾡ がラ っぺいしてきている =め に . 生言 

はゃマ徒 となっている。 ,

生総表

-• ****、マ* ***著キ帝帝キ神キ番帝等卒w神マ澤

, 子均ﾡ2 ¥ ''

o J (ダイズ通) イ ズ 40
*•*— 一*1*■

・00.2
•

2
•

(エンバク以後力と比) ハタジョク ナ
1 -- 一 . —

ヒメジョオン z。

<
42.0

,ナ X \3 ( ノ ； ゼルトリイバラ. え0 2よ.p
表めと光

•
ナワシロAゴ えク 22 0

•
ナ;ネ、 ・

i *
4 - /收 広シ と地 ヒ エ マ0 ス7.0

Yﾡx ヒエ油

ソ ノヾ• 3.0
・

45、。 :

s i ( バ 畑) ・

1 エノコロクサ 02 0 0 •

商作物は-都収秋が済んているものと・ 主ﾡ中のものがめる。そ

のた のと地にも、いて耕作着にも作物の；氏殳と . 予週整などを師

ったﾡはっざの ようであろ.

・
• … ― -マ 。 * * ― • ­ •

増 方
> 、 ャ*-* * ・*〜* ** 〜 *

1
収翌/クノ必り

t ...... . . ハ.. ・ *ル.* **

1 o/1 4 ズ 2 依
・

予塚叔登

1 2
■ エ ンバク . 不 就較澜根していない

*タネ 3 ほ

士、プ ネ
ﾡ刈 と二 気料にする

5 ソ バ 3 依 1 子 忌収量

① 今後の業画

現在、大ア町犬ﾡﾡ以野語査ﾡ業協同組念称有の波状地内に ゴル

フ場 ( 70んα) を史設中 であ り . この 替地と して 認本地および
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この周ユー帝がメ意ﾡ以ﾡ産ﾡ合の 米約次好にﾡ入する子又に な ' 

っており・ 平芝成す業をﾡを上ヤでみり そのためﾡ可があれ 

ばﾡ地の起絵ﾡとして 、 ポアラ を健菽した人工整地をぬ我方る計画 ！ 

がある-

B-3ハァ初 o1 (岩第段)

町に も 送べによ う < •八戸 あにちける 本務於は ・ み木 と作物の 語作 e 
はみるがき干異るのもので. 系掛と牧季の堀令わせ <なって いる. *a 
Pち・リンゴ便におけるﾡﾡの商作形ﾡでばあるが. 2のような帝悲は 

現をの木と作物のﾡ作校術としてはﾡ当んでﾡり . また者及早もる 

い,それで. あえてネ翻を地をんだものである.

福をにと Lては.リー ゴ'の 極択距筆によ って 2区を 愛文 した。 すのわ 

ち・AほとLて. と ・ ・":(/o«もりﾡえパネ). 8区としては 

今 * P"く /2②セり約/と本)の2を設けた、 

/)現 ﾡ

(L 季地のﾡ生

A語査区 オーチャー ドクラスの生育はさわめて以好であり クス 

cm の情長 そ示している.忙に ルーサ ンがダ少税 している。 

9お ・ 牧手のほかに .4 ヌゲテ・ スギナ . オオバギ シギシ、メ 

ヒシバアカ サ・ツクサび ど。 呼平が比装的 リ > ゴの 微下 此 

く に多く出ﾡしている、 これりずﾡ類の対被及は約5夕*を 

らめておリ、 オーケ*ー ドグラス が約 ぬ %であった。.

オ生 請 査 の 結 票は つ ぎの とおりで ある。

-45-

• 担対投項。：
-1* • * * ** = • * 執. 子均章x.。

オーチャードクラス /ム2 ・
ム4 2 7る0

ル-サ ン 2 323
イヌチ テ / 7N fム ラタs :
ス ギ ナ 220よ :

1
a / え00

オオバギシギシ c 3o0 ・

メヒシ バ 2005 o/ ss o
ア カ oevよ : ク/ 42 ◇
ッニク ッ 403」 ヲa o

Bﾡ書区 オーナードラス、イダリアンライグラス、 ケンダッ 

キ-リュワハラス、 ラジノ フローバーの4ﾡが生督 している. 

そして これらの うらとくに 、オーテ*ー ドグラスが欧く奈対 し 

ている。 た 花に野革 として、イヌ ダテ、ツェ クサ 笈 どべ、リ

ンゴのﾡ下くに チく 受して いる.

ﾡ生語書の き は つ ぎIに 示したとおり であ ろ

二 礎 & 相対被及 .;
・ 番=マ*** ― •• ・»・・ マ ・ ー ****

導w _ ▼**で* _ * ・, ■ ■ 季業 • . 季業科*

オ ーチードアラス ・ /よ5 Sス 3 53o
イタリアンライクラス . ・.. . ーノスム 55e
ケンタッキーフスリュークラス c2o i ノ70 之40
ラジノ クローバー aeP2 a2 ノ52
1xヌテ 1 パ / スム7
ツ ニ 7 ゲ

• ' i20
〜 ..

1
ノス2 |

* 一 * —• ・.〜* .... ・<*-*
kク 2
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Bﾡ査込 (&xP)

-49-

2) 今の歳業計画

ここでは ・リンゴﾡの経せが主であるが、状ﾡ式きにより生差され 

る¥択をもって 乳キ短系を/4手周経きしてさている- そのため今 

後も特別の事由が主じびいか ざり ・リンゴと牛乳の主えを神続する子 

ﾡにある.

Cﾡ商作形悲

この形】の中 には.三 ア町の。 3,三アゅの。4, 三ア町の48 

よ. 三戸町の火ob, とア町のo3, アﾡの o 2. ア占の Xo 

3, 大ア町のヶ。 4 合さない所が含まれている.

c-/三声町 /o5 (山端弘)

こ の 第を地は . コバノヤマハンノキ人 エ ②4fa を. 昭和 38

7 月に示し・ 翌う7午永にﾡﾡ畑をﾡしたものる . 切番 2 耳匸人 

る .

" 切替畑性成以前の状況 ^

状時には . / 7 手生林で あって 樹高が約 /2w. 胸高 ﾡ /ス 

～/5い?Lのものが多かった。 24命2でよ00本成立( /22当り 

スgeネ) しており、 水ﾡせには &*α当り /P0ﾡ(s2e パ) 

であった。

2) 初ﾡﾡ成及の経

昭和37ﾡふに コバ, ャマハン キのﾡあと地のﾡﾡ寺をまか 

弥に共めてﾡ却し.ごし らえを行のっに上駐立て &している.

下物の種後牧ﾡまでに除ﾡはス〜 3回ﾡ行してきている- とく 

に切ﾡ初年目はﾡ辛ﾡがかなり蒸するので、3の除求を季とす

る
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況

物

ﾡﾡ応スﾡ目のた めにすでに本株も ﾡってさており. 音通畑

と 比表して もとく 2ﾡがない よ っ zみ うけられろ 

ﾡを作付けされて いる ダイ ズをみる と . 生主有はきわめてﾡであ 

り・ 音耕作地 とのﾡはざいようである.

ﾡ生ﾡﾡの結ﾡをみると相対被ではダイズが約の %,作物以 

卜の稚専類は.切ﾡﾡ以前の野ﾡが主であリ . このうちヨモギ 

が判 /2%, そのの整軒が約 / %, 20%でちめられている。

また ダイズの 芸丈は的 2 で彼長ぎみでも女く .ﾡﾡが比ﾡ

的短かく .基が太いので生育はﾡ好とみられた、

ダイ ズの 妖ﾡは つぎのようである.

お作予次 物る 収ﾡ (0の考ッ た 配 ﾡ

ﾡ / 耳

___2ョ*ャィャ*ペケー......... ・*マﾡ -." -

1 昭和 ラ7 ﾡ
32年

ヌ'' イ ズ

グ ク ズ

2

ス依の見込

ﾡ 肥

" ・

____・理 名____ • 平均板限 z 相対被及 %

・・* --- " ***一***-* *** "* ***

ネ埼軍犬火

ヂ イ ズ 322 7 22 64 3

ススキ 2 ◇5 3

エ ノコサ
•

// 2 ? 3 47

ヨ そギ a 42 / b う43

マ ョ イ グサ o / パ
: *

ス? &7

ママナ 1 "/ 7 32 2

-5i一

享種る
福対本及る :

、 ―― -、- - -、、-

平均平...

ユクサ a。 / e o
コバノxマハンノキ o05 内 42 o

ナワ シロイ チゴ
- ャ-4---«全。* ・ 〜--a.--i*---で-- ーキマ - - ・** * 一

a25 一 3 , そ£

・
植林を 主目的と した替畑の ため こ. 勿ﾡ 2 同の 3P 年意に ・

キ り とスギを植救した=.

植救距ﾡは ・ キ りはよア* smtで ・そ ○岡にス ギをﾡ求している- 

スギの植熱距離は 2P 7t*/2ァt とSっており./2α当り の植 

―本歎ほ、リがムeネ. スギ2タ7ネとる.

減付け られ たき求は ・キリは/ 午生ﾡ ネを : ス ギは 2年 生苫木を 

用いている.

キ り も スギも林父/年であるが、 狭ﾡのた測欠した. リ はキ 

書る/ss t ・スギは43cであった, いすれも樹好につい 

ては・ 測は し なかった.

) 今後の茶動

の 耕種子欠類岡

すでに本年で切ﾡは2目 とつている、耕作類ﾡは 3年の予 

ﾡであるので、ラク坪は.作にヒエを,作にナタネを作付けする二とに 

している. そのため C3※。42)ばナ?ネをル検しためYはﾡﾡする予こであろ。 

②植栽、木の取複予定毎

本ﾡﾡに植付けたキ り を明意台切 りすることにしている. キリの 

ﾡ夜予ﾡ与は .-.林当地方 で、は /o年を経すれば代採出系るので 

/。 〜 3 ﾡ が目坂とされている。またスギもや ヲ0経→すれば
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係払示るので ・タ恐目ﾡは ・ キ リが /e ﾡ . スギは 30 として 

い る .

C-2三テ町 o«(牧 ら)

2の第書地は . ユババ ママハ ンキのe ﾡ生の林地をﾡ和 ラ ケバ 

し. 3と手ふから切皆ﾡの経きに入ったところである.

代浜府の木生肩ﾡは . ﾡあが的 o～ノスァ 胸高造権 2 ～ 

/ム eot であって. 收誤量は /eの当りsoお (/ラタ2 ) あっr=ヒ

ころである-

/ ﾡ替ﾡﾡ広坂の経

昭和36ﾡ意 ・ ユバノ ママハン 夫林のめ と. を大へ比 ごしら 

え (波糸令の ﾡ報) し .作付けした、 神地のキ入 と してはﾡ2〜3回 

行なう 除の みバあウ られる.

① ﾡ種ﾡ次とル量

切告旭では . /手目からネﾡまで 3 年間 タイ ズの みを救 してき 

ていろ.

■ イズは源肥載培で办ク. とくに年次こ’との収量•は景化ベなく 、 

ノ。 2必り約2放の 収 である.

ﾡ 次 別 、 登

» 作 ﾡ 次 作物る 収量ル,初 施肥密

ダ/テ目 

2界目

ﾡ和 夕とﾡ

3 2
タ' 1 ズ

ア イ ズ

2 4
2

之) 現. 兄、

①F 物

死左ダイ ズはﾡ中であ り・ 生月は放好である-植生ﾡ書の結票 

相対徴及 では ・イズがタ7%とちめており . そののもの はを 

ﾡ地に» うけ られる登平堺がう るにすざない,そして. 研キ規の崇 

支状況は さわめて食琴にっ てきている-

ま た羊 メをみる とバイズ が9 9/cであり . ﾡ ﾡ規の車 犬は 4 
ズのﾡ圧下に ある ため に/2 〜/と と7 理及の平文 しか示 して いな 

い. イズの千坂区番は均2依とえ積られる.

・幸 • • •、 * 管 ﾡ番科番澤季幸金*琴な番

学 理 名 平均 放度 2 相対不及 % そ均 ¥* .

> イ ズ 37s &ら

ヒメジオン 27 / P ノ2
カャツリクサ 22 3 aP &7
ダ シ バ ッ Qe/ o 3 s 2
ママコナ &0/ a 3 /22
タタッホスミし o0/ 2 3 /22

②)林木

切替畑並 2 算 目のﾡ和 3 7 舞春に. キリと スギ を植栽 した.

ﾡ求距離をみる と. キリはよよwメ3よみとなっており、 その西 

にスギを 同球植式 している- ス ギの植業距離は 3s "、 引5*種郎 

であって、 /oα当ッ の植救木救は 納P/本とのる- しかし、福ﾡ 

の絶系では、キリが/2&サり よ0ホ ・ スギ/クク本 となって いる 

oで スギの植救本ﾡは他と くらべれば、比数沟球の よ うである-

つざにこれらの生ﾡ状ﾡをみると. ス手林で* りの平方ﾡるは 

. 約 3よ . ス ギが/。 のﾡあ を示している. おキリの ﾡみ並径
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は 平均 .b と?t ・ 枚下あが的 22mであり ・名切りと. ﾡかき が行 

なわれている。いすれも ﾡﾡ についての測ﾡはしなかっ と.

3) . 今後のﾡ業計ﾡ

す でに切ﾡﾡ古後 3年目となっ が、ま だ作竹が可ﾡのﾡため に あ 

と / ～2間を子欠している.

ヨた,キリ に/ク 年, ス ギは 30キ& 目採に係の予夕 である.

c-3三町 os (大山氏)

このﾡﾡ光は昭和 39 手 ・ ユバノ ヤマハンノキ の ノ3ほ生林を探 

したY ころで あ り. 代採芽のﾡ秩ぼは /eαセり約 4sE ( ノス.ケ2ン) 

で力った。 そLて翌路和3/ から 34手までの4か手岡切替ﾡと して 

利用したが, 32手にネりを. 夕5年には スざをそれなれ雄ﾡした. 

/) ﾡ在までのﾡ茶経

①作物 ・

昭和 マ/ 年 春 に . 入 ぬごしらえを して . 切 ﾡ油 を 成 し./年 

目ゲイズ. ス午目イズ,3午目ヒエ, 4キ日ゲイ ズと ソバので 

救持し てきている- 耕作年次 ごと のモは 次表の ようである. 3年 

目 がらﾡﾡ式を していろ べ、. Z午日ではヂ ズは 多少減少 してさ 

ていろ,

ﾡ作子 次 修 物 る 灰番/oの当り)

--------------------------------------------------------------- 

ﾡ配ﾡ (/eαリ)

条 ノ 〒 認和3

2 . • 32年

3 33

ク 年

ゲ 4 ズ

ハイ ズ

ヒ エ

, ガ 4 ズ
・ソ バ

2 様

ス

ス

/.8 ・
2 ・

-〜 → ・ *......〜〜〜* ---

ﾡﾡ

ﾡろスド下ﾡよ

ﾡ争えのk J石2ok
高字Zoぐ わ 2o" 下ﾡ4才
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②林水 •

ャ啓をﾡ成した2写目 (昭32ﾡ)の意に.キり苗を /eα当

り 〃ク 本の風合 を 植義 した. そ Lて切替畑を打初った昭和 35手春 

に、スギを /o&当り //0本の製合で (3茶*3で) 付 け =、 

植共木の係有と しては ・ キリの台切り を昭和33年かに行のって 

おり. その後ﾡかきと .ﾡちを行はった. スギについてはとくに 

手入口行 久ろ て い い・

2)ﾡ ﾡ
①ﾡ 生

ﾡをはﾡ率類"距墜にﾡﾡして おり. とくにヨそゞがさわめて 

努で あ る .

ﾡ 差 名 子均ﾡﾡ%」 対ﾡ及 x 子革。

ョそギ 3
・ ・

ヒメジオン み0ち / 5 よ o
ミバナクリ 20/ 22 220
オミナエシ o25 3 ノ220

*ジムシロ クク/ a2 322

スキカ ラマッ クク/ ク之 3&2

xマカ シウ a0/ a 2 222

ニワトコ 久ク養 メ3 sa0

②)林木

7年生のキ り と 4年生のスギについて、 福書を しに結系、キリの 

横あは子均 &Pm . 胸あ道径 /3 ot. 枝下あ 27 wtであり . スギ 

の村あは 平均 z。 7ルで あった。 そしてキ り) は梅】が大 Lてきてい
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ろ- 3たキリについてﾡﾡ投彩ﾡ稿を測ﾡしたﾡでは. /本当リ

のらめる子高萩はﾡ/ヨ3ス2でみリ. /o&ぢり x0六であろい

ら次彩ﾡ積は約 53%とって る- スギにっいては測ﾡしゴいつ

た。

3) 令」の 施第計画

ﾡ料さ れているキリにっいて は す て におﾡがﾡﾡして きており .

今か りなかく キ り を立て てく と ・ ス ギの 主得にかびりの形2をも

たらすので、 ろと約3キぐりいでキリ をが状する 予欠でめる、 またス 

ざに つ いて は約 3 ○年で代採す る予欠であ ろ.

C-4三デ町 イoら (次 氏)

こ の 話在地は 太平洋 学 未ﾡ に.コパ ママハンノキ の林地 を 代株 し

そ の切替畑 として約 /5岡ﾡ作 してきたと ころであるが、 力

消ﾡして きており・作ﾡも減少して き二.のでまた コベママハ ン キ 

を ﾡ したと こ ろである

ノ> 在までの施茶経私

ﾡの ごとく・ /2 数永畑地と して .作物 を 栽塔 してきた ところ

を ・ 昭和 3ヌケ手意にコバ ママハンノ キを 植救 し rc.

穂救距ﾡは ﾡ2P M K 22 が ﾡ及 であり、 /o&当り/2フォと9

る -

そして林地にﾡﾡした微うほ間にPたってゲイズ,グイ ズ. ッの 

に ﾡきしてき た。こ こでは 呉 い期 周 にわたる 畑利 雨 のため 地 力 が 消 

耗し て き たために ・ 硫炎. 帳石を /oα当りおoおの スク *a ﾡ及ﾡ 

し. 作付けし てきて いる。4作湖 ごと の 枚書 とﾡﾡ 愛はつぎのようであ 

z. •
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耕 モ 笄 次 作物名 ル、(/od当ッ) ﾡﾡそ

ﾡ/年 民ﾡ3ケテ

2ﾡ t年

3年 7年

デ イ ズ

ィ ズ

ソ バ

人夕儀

々 s
ス o

硫安 スo" おスo"

2)現 派

のネ 木

コバハヤマハンノキは4ﾡ生とばったが、 生育はすこぶる決好で 

ち り . 子均ﾡるが 37 t ・子均胞高直径 3P atを系 している。まに 

ﾡﾡ投彩面積を測えした ところ./ 六き り約よ75ススであるので、 

/。 ②当りの 成立本ﾡ /スクホ とし て投彩ﾡ務は e? oと5 

陰友 は35 4? %とびっている ・

②植 生

コバノ xマハンノキ を植救してか ら 3活作地を求場し . 本年よ 

り枚立してい るたにめにはまさはっ きり している- そのため植生酒 

なの結ﾡか らみても ﾡ地の雅平類め比ﾡ的委 く現している.

植主ﾡ ﾡ永

_ ¥ 名

・ ・番 ・ w 卒ペ*® ・ ～r i . *堂**ル**を*。* ・

子均被及 ※ 相対ﾡ及 x 3生当メ.

ヌ 力 ボ a2/ • Q 2 322

X ヒ シ バ 250 /ら 440

工 ノコロハ サ o50. /へら 422

ハ * か * oえ5 s 3 642

才 = ノ ゲ シ o35 ス4 9 "
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¥ 至 名 そ均さ及 2 捐前浜友 x 平子ズ。

ヒメ ジョオン oノ$ 32 45.o

ヒメムカシ ヨそギ 250 ・2 //20

ジシバリ み3ら 7e 3e

イスクデ 5 2

マ ッョイ グサ 225 2の 2
ゴバノ ママハンノ キ a2 «ク

ラ 今9下型

ﾡを生言すの コベ ノ ヤマ ハンノ キ がや o 教ﾡで水ﾡで きるので、 

そo後まに切容ﾡを性成す る子ﾡで ある.

c-5にア町 イo3 (ﾡ田氏)

こ o ﾡを 地 は ヒ ア 町役場の 京約 うよKのにあり・ この立 一常 は 

ﾡにはﾡ状 . 採享地 と して 利用 とれてきたとこ ろであ る-

ﾡをは務休地が多く. 一新原野状ﾡの所もあり、これらにコバノヤマ

ハ ン ノ キが植式されて きていると ころもみラけられる-

そして. この一堀で移ﾡ人をおいて孔牛のﾡﾡを行公っており、約夕/8 
ん の 元積でっ ぼの」う な年料作物を救して い ろ。

ﾡ 4作 ―め

子ント -ン
コ / >

久 7 1
家畜用カ ア, 2/3

ゅ ¥

コバノ x マハ ン ノ キ と牧ﾡ ・タ7|
___ _____・_________________ 222

ﾡ浜乳牛ばジ*ダーﾡら頭でみろり ・ 在4頭を乳している -

信料に 反期 口 牀越内 の 野阜 と 一坪攻手を給郷し ・神助的に表ダﾡ料を 

与えている. そのため牧草の大半口々掲の飼料にあてるため乾車と して 

ﾡ変している-

/) 梨を式での茶経

この個はも とはス ギのﾡ地でァ? たところ を昭和 ヲ3年に 

していろ. 代状ﾡの長決ﾡはﾡのごとム. もとは次牧城 のため に 

みまり生有はﾡく ばく胸高逆径で約 /夕〜ス,。 0も のがタく 分布 

していたといわ れて い る -

① 巻1作物のﾡ

認和 33手秋と - 34 年本に ・ スギの株を し. あわせて 次入 

地ごL らえをしたあとに. 平ﾡを用 いて 商易あ唯を作 り. 切番畑を

し た , ﾡ地性き経は っざのとおり である.

耕作耳次 作 物 © 番 (ocセり) ﾡﾡ基 (/0の当 り)

ﾡ/ﾡ目 昭和34年

2司 当

カ イ ズ

外、 イ ズ

2 映

2 依

② 状率地の成

3年目 の昭和うとﾡよ月上ﾡ . 有本系ﾡﾡ課所高の トラ クダ -に 

より . ﾡ地地を行なった .

改 成の 方法 と しては. さきに2年岡る睦式でタイ ズを式地してき 

たた»に ・ まず凸凹をなら し .そのあヒ を会るﾡﾡL ・テスクハロ 

一を用いて ﾡ土 し r -

zれ らの作業功程は と2 2あ根されて いないが、あらましっざの

よう でめったという 、



-60- 一bl-
(/いの当 )

作茶内ほ ﾡ時問 4 多

あﾡの回の地区 ら し “分

プアラウによ る耕ﾡ o
テス フハロー によ そ ﾡ土 3o (2)

計______ _ 2時門

ﾡ入状平ヒ しては ・オーャー ドラ スとし ッッド 7 口 ーバのﾡ 

とした. *,

/e ②当り の番種番は ﾡ家ﾡ種 のオーケ*ードハラス 2よw夕

と レ ドクローバ o K? を採種した-

ﾡ後の発券. 生育は概ねﾡであったが. その後メヒシべがハ 

びり繁ヌ しに。しかしの関係をﾡﾡは実行 で きなかった-

③ 渋奪の妖重

度の P月 上包に / 系刈 を行のっ たが、この時のオータYード 

不 ラ 入 の覃 又は メ ヒシバとほぼ同じく ee ～7。ce であっ=と 

いう- 2番は/2月中包に行びい、結る決午には2回刈lで od 

当り5o ば子 (生ﾡ)の収記をあウた-

炭2年目は 3 百刈 を行ない、ﾡﾡ s ノメの協 /QP* をめ 

た. 吃;な 3 耳目 に あたる 本年は . すでにと同下旬○新/同と.ク月 

中 旬の 条 2回の刈取がや っており、装車で 計/冷当り &○たをあ 

・た。

" 取

図 数

■ J " 1 - - - ■ > J ■
メ 京 /00当 り 
月 日 ﾡ平次手

/ク/り : に.配翌(Ka)
短ﾡ門 ヨ

ﾡﾡ 字 通ら

/ ほ目 ﾡ和3手 ノ回* ・月上
(生) ec ルク 42 月上

ス回刈! 月中 /b0

2ﾡ目 シ7キ 40 と,中

ノ回刈 6 下 622 ス0 6.下

2 ・ e 中 22 ・中

3 - /。 上 220 20 /2上

3 目 3年 40 ・ .中

ノ回刈 e 下 40 2ク ・ 6.下
2 〃 7中 202 7•中

② ネ

3ら 年春 トラクターを同いて 率地ﾡぼ したところ に. コベノマハ 

ン , キ を地式し ている.

植救ヶ法は烈状植ボと し・烈周 72x, 苫岡 A ァ ( 4同 X / 周) 

でﾡ式した- そのため /o«きりの袖ボネ教は ククネと5る ・

植付 ウ 商 は 自添育 ﾡの /2o ・m内介のものを用いた. ﾡはよ約と0 

○n四方 とし、深さを的32 cnﾡﾡの植えを扱り 植求した ・ はお 

木に対しては. とくにﾡﾡはじていない。

ﾡ求徹の コバ) xマハ ン キはとく に治 の恐いものはﾡめ られば

かつた。

あ生うをみると .ﾡ救当午は秋までに約24 c ス年目-的90
L程茂の年ﾡ生長を示したとい う。
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) る

① 木

ﾡ衣は 3年生赤でろ るがﾡ客結飛によ れば.子均ﾡあは的 45 

、胞あ連α3 cであって. 主戸はﾡ好であろ、

またﾡﾡり &みる と 速画 ( /.Pm) ば掛ﾡが々々支ﾡ して さてお 

ク・列府 (クスm) では約ノ5向外の枝ﾡりを示していろ, /本 

当りの 子均樹ﾡ校彩 あ積は うらス スで あり. /oα老リ の植料本教 

が77 本で みるので、2のよう α列求複求を した場合の友険友は約 

24%でちった-

②植生

コバノ x マハ ン キの列町について . 樹幹か らﾡﾡまで、 7 mの 

距艦内の雄生をﾡを した結ﾡ、 対波友は オーチ*- ドグラ スが然 

%をら、レッドグロ ーバは オータ*ードグラス が祭 の ため す 

でに大マ分は消波している。 っぎに享ぶについてみると .すでにス 

回の刈取り ﾡそが終了 したあ とのため に. オー今ヤ ー ドグラス は的 

s /cmﾡ友の伸長を示 している。

一
子り桜な* ﾡ対ﾡ及 % *.

オ ー分* 一N クラス 4e 2 タク 2 s
レッドクロー バ 222 o.s /タ3
ナワシロイ 今ゴ 223 a 7 /ク5
=ガナ Q205 Q / / 0
オカトラ オ o005 a / /2 ク

ミ w バッ ケ グリ 2225 Q / ハ.ク

メヒシバ oc05 2 / oo

__そ与数及」 担対被及"

ヒメシォン ' a / ス0.0

キ ンミズヒキ 2005 o./ 之0. C

ギシギソ ooc5 c/ 3o.2

③ 平の置

本ﾡはすでにスﾡの刈取りが*了 して いるが、 コバノ xマハンノ 

キの起ﾡがル登に どの よ う な総署 をもたらしているかを知 るため 

列岡について 樹幹か ら 裕ﾡまで (ク22 cn) を 2t ごと に分し 

( , r ロ ッ ト“ mN ) ユドラー ト を ホ 朝 注ﾡ して刈取り 秤量 し tに、

ロット当(うる) ノ00当

/ 人 7 空 420 ※
2 4220
3 4 s 3752

※樹恐下に

4 ヘs 3ク☆2※
あたる-

s zo $000※
6

ヽ

^ 夕 475.0

7 人 & 4022

8 20 $220*

子 ﾡ坂量 /. 7 ゆ 4ス &/K

すわちノ。d当りの主ﾡ室ﾡをみると、 ジク$～ケ4e&て 

ネ均 スよ K 分 とはっているが、ﾡﾡの 査下 およ び列の中 夫ヤの 

重の ﾡ a 源 でなかっ=、
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C-じ戸町 o (阿部 氏)

/ 現在ヨでの起業経山

企 は 2か ﾡに設け にが o1.Yo2 とも に約4 o ﾡ 以ﾡ 

はスギの樹々30牙ﾡﾡの休地であったべ、これをべ祝し、 そのあと 

に残存 した 下太 (主として クリ・ ナラなど) を昭和 30 〒にﾡ し、 

四 ﾡ油 & 性ばし =も のである。

保時におけるこれらのな求ﾡは胸る並経で約2/ 〜24 cmtであ 

っ て . 示 はワマイ ザサ 塩 生していに。 そL てこれら を メ込→入 

→護て して畑地を 成した. なお耕作にあた っては、自京令 をせ 

・

・術芝の布ﾡﾡに才作さ社てい る-

①作 物

小作地でも あり.ヨ/ ﾡ以未の作物の次そ をききとる二 とは不可

で あ っこが、作ﾡの種類とXば っぎの ふうであ つニ・

※敬地

M 2 1 N。 2
3 /年 ダ イ ズ ず イ ズ

3 2 ヒ エ ヂ イ ズ

3 3 ュムギ トウモロコシ

3 4 ナタネ ナタネ

3 6 ト "モロコシ ト ウモロコシ

(ポラ植業 ) (スギ確式)

3 & ナタネ ナ ネ

37 ヒ エ ヒ エ

(ポアラ 値桜 )

s8 ※ こ ヒ エ
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②林水
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また題诠区M。 2では, ヒエが作付けこれ、そ0なかつ、スギが植

改及系ポラが町に入されたにので試みと して、昭和 35秋に 

期を区〃。1 に極救した。また/。2ﾡをこは同ﾡ スギを確域し 

が、昭和引 7年に ス ギの列ﾡに本本改ﾡ系ポフラを柚ﾡして いろ.

ポアラ は各ﾡ査地 とも I -/$るを用いており、 つきの表の

う にﾡえは 90( 四方 ,ﾡさ20 ◇れとし、 /穴に対し.稲ワ

ラ 数永 に巨形ﾡ料(①3号) 5ﾡを施用 して植栽して いる .

本数は t* らの/のの当り之P本としてしる-

またスざにっいてはﾡﾡﾡ植救と同ﾡ、であリ ・ とくに施ﾡはし

ていないっ

ぁ 所 区
二--- ノ o 1 ～ G

ﾡ 銀 ポ 3。ラ ポプラ

植栽、 耳次 既和3牙秋 昭や35秋 昭利 3 7 承

植 宏 9 o ct四万 9 o ertm 力
深派さ の " ﾡさ タク Sし

越 肥 爰

/穴(稲ワ ラ 教 系 暴 ﾡ
,西形肥料 /ケケ

基救距.ﾡ 4ず* * ハと m乂 /P?t と*、&"

/0α当りの
植栽本数 ス本 20本 2Pネ

2)死 ﾡ

ﾡﾡのごとく .ﾡ書区。 1 では昭和37まで岡をﾡぶってA 
たが、耕作落の労才の不ﾡびど主 となり、それにポフラの樹別も ら

されていろが、ま たポラ も 本ネ植ﾡさ れて い る ・

の植生 ：

ﾡか区々。 1 ではﾡ 作が終了 し て 置 されているので、野革の策 

がめだ っている、なかでも ズ, ヒメムカショモギ、マッヨイ グ 

サ. ナワシロイタゴなど。 来式 がめ だっている、

また書区。 2ではﾡをヒエが作ﾡけされて おり主育は以ﾡで 

ある。 ヒエのﾡ順I2は . スギナ ・ッ7サはどの雑ﾡがわずのに 

現 している.

_植生

ﾡ査区 享ﾡる 垣対被夏 %

7 ズ ^ ・7 434 $8 3
メ ド ハ ギ & o / & 3 P0o
ヒメムカシヨモギ /02 242 /220

"0 1 マッョイクサ 447 /ス4 /" o
ダケニクサ a o / a 3 200

ヤクシソウ 43 73,ク！
ク マ イ ザサ 00/ a3 よ 0
ナワシロオゴ 24ク 22 2 2
ヒ エ • 33 ・ メ2 / ノ4 2

o 2 スざナ 22 • 3 252

"ユク サ 氏/ スら ノ 2

っぺいしてきており、本 より 作は と り し れて い ない,
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②林 ホ

植求木の生育状えをみると 、改ﾡ系ポラの樹高生長は4生( 

o「)で子均ク5ク°.2零生(Y。2)で2タ7c &示して 

いろ・

胸あ立径は 牙生で子均 /5et. 枝下高は平均 /4 3 extであ 

ろ-また. ﾡﾡ状彩あ釈を測欠L たところ. 4 生で子均 ノsで 

であったので. /o2当 り 28本植と すれ ば. ﾡ陰ﾡはや4 引%と 

びる- 2年生のポブ・ラについての樹ﾡは測ﾡしなかった. 生有状ﾡ 

は余り よくい-

X。 ス語後区のスギは 4牙生で樹る /α7ctで、生有はﾡ好でみ 

? た、

・c-7ァ町 Yo3 (高ら)

この覇査地は ・ 六 ア町役場のめﾡ約 7 Kの地にある -

編ﾡ地は有ﾡのﾡ地の-ﾡであり、以ﾡは星ﾡ林でアカマッの令 

ﾡ地でちっ たと ころ である.

双米経客は. 家族ﾡ人ﾡ 6各のう ち . 走夫ﾡのみがﾡと して 殺茶に 

彼害してい る。経営高病は水田がス5た乙.短地3.2あ②, リンﾡ4と 

*& であり、にﾡ育専用として日ネ短ﾡﾡキ&«頭ﾡ育していろ.も 

の =めにとくに殺繁ﾡにはﾡ面ﾡ料と しての生ﾡの裸取と総短にかなり 

のラカ そ受する 二めに. 人工享地を宅地内に史成し .元"ﾡと して . 、 

ﾡ系ポアラ を用いたものである- 

/ ﾡ在までの施業解

の作 物

ここではﾡの ごとく、ﾡ林るﾡ和 o 耳―探 し、切ﾡﾡを達 

して、よ牙岡っぎのよう な作物を栽培して きている、
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次別ﾡ作物

社 作 笄 次 作物る

弊,キ日 昭和 ラ / 耳 ダ イ ズ

2 . 3ス パレイ ショ

3 ・ 33 イ ズーナ ダ *

4 ・ 32 . ナタネ 数意

s ・ sよ デ イ ズ

3e バし 4ショ

② 次ﾡ地成とポアラの羊入

以ﾡから飼ﾡ家畜の福科奪は、水田、油地の届しの野章にによっ 

ていたた初？. とくにﾡ繁ﾡなどには 生辛のﾡ取にチくのﾡ力る 

ゆﾡと した・ Lたがって 、これの埼滅のために、金地由 に 人工率也 

を造成す ることLした。

-カ・ 昭和 3今に町ﾡびら系ポラを等入するとにばっ 

たために、昭和3ら午意にパレイ ンヨの作村け予地に、 ポラを 

ﾡ入 するこしとした。

ポプラのゐﾡは エ -ス/4で、 3とﾡ4月下句によ0本を式し 

=。植求方法としては、ﾡ役あでは、6 * &t2一なのﾡ半で権 

ﾡしてい るが、ﾡ地成を予欠 してい る ために. ノよ5N 86 加の 

刑状植式と した。そのため eのセり の 推裁本政 は的 ノ2本となっ 

ている。ﾡﾡにあ たつては、 植を PoxPox octとし、半 

対地ﾡを /に納 2o パ ﾡ用 した。

苗 ( ノﾡ を町い、ﾡ式翌 の認和 37キ に面ﾡ席料② 3号 を / 

ﾡにっき ノ少包づつ祀した-

① 牧車の成法と利雨
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ポプアラの雄式な林にレイ ショを菜さし たが. 秩の 9 月 

土旬 に ・ オーチャードグラスとラジノ クローバを ﾡ橋 しT=。 /o 

②当 り の番種ﾡは 、オーケ*ー ドグ ラスス53、ラジノ ワロー 

バ &5 *? とした。

ﾡﾡそは . 炭カル ・統争 . 通石. 加ﾡﾡのき託を (/o2 
ﾡり ) 次表の とおりﾡ雨 している、なおﾡﾡ . ﾡ客査及に、ﾡﾡ 

た .ﾡﾡﾡ料ﾡどをﾡ用し、 またる刈取り並後に承ﾡ死料を並 

してきている.

章度式初手目 意ﾡ (ﾡﾡ) • ・

Rす 
42

ゆ
40

毋

-

. あ 42 4o

m ・ /ス /2

数カル 20 —

牧平の刈取り 利用及をみると・ﾡﾡ目 は秋林の ためにとく に利 

ﾡしていのいが、 2テ巨では5月下 、7月下 ・P同下、 2月下の 

各季に刈政り、生享のまま家ﾡ に与えた-

お 4回の刈取り を行なっ てい るが・ る奉のルﾡはとく に 

ﾡしていいので不ﾡである。

ス)現 /

の林 不

ア ラは ﾡゝの ごとく 烈状植求 (/s5、よ5*) がなされてお 

り・ /列がヲム獄 に植求さ れ、の /列はラ7ほかに 遊求 されて 

いる。 生長はいすれもきわめてよく . ヲ6ﾡ木すでに一ﾡ樹 

ﾡがﾡしはじめてきている.

すびわち 3とキ植求光 ( 3生林) では. 横グと"、ﾡ高,ご径 

/。 ?ent.本下あ 2.3mを示し、また57 ﾡ式地 ( 2ﾡ生林) で 

はﾡるがよ7ァ. ﾡ高負径は ムルムル. 技下福は /4である-

まﾡﾡ友につ いてみれば、 3ﾡ生では平均 /本営り のﾡ区状 

彩ﾡ積は 4 6x2 であり、 本ﾡ盤地ではﾡ陰えが約 e で わ? 

た. また 、 2 年生がては同林に s高2 で. ﾡ険及は ・メ-ナ ざg 

か っ二。

すでに本ﾡにへってから. 5月下、ら月下 ・7同中句のる季にメ 

取していろ。 なお今の刈!ﾡ予夕としてに. P日中旬、9日下の2 

回で. ﾡよ回刈!を 子ﾡ している.

8月中ﾡにおける平生の状況をみると、 7ロー黒は消滅して さ 

てゞり、 た一柄ではち る樹ﾡ下 に稚ﾡﾡが出受し てい る ・ 植圭 

解登の 結果力 \ らみる と. ほとん ビオーチャー ドゲラスにふっておお 

Pれて いる。

つざに平釈のK登をみると ・ 刈Rﾡ役ﾡは7月中 ・の3回刈の 

引0日 彼で あった が、 次ﾡへ ふうに 、/o& にﾡ算す れ ば約 222 

K の 生 平収 面 で、あった。.

なお、ﾡﾡ下をﾡれるに したがい、 々に灰そが上って いる。



一/ど- ーアー

プロ ト No 4～ 当り2 /0ヨり ・ ・ ろ

/ 3P52 クム25* & ﾡ下

ス 390 夕75

3 4222 <2今22
ク s3ス0 /.3322

子 4342 2252

C-2 ラ 町 o (米 氏)

この第査比は . た ア町役易から系的 タ 44 Ktの地ﾡIにめ る.

所有ﾡはﾡﾡ経ﾡのかた ク行ﾡをも旅ねておる - 経老地に地が

① 木

昭35年, 改政系ポプラ I -2/4号 ・ 苫令上 と22ネ契 

共方しに.

植式は 3と 耳ク 月に行なって おり花式臣ﾡは sx s"( oa 
当り "0本) とした。

ﾡては約90 otmケで.深さ o c内外とLて.ﾡ2/Z 
に均2Pは (ﾡﾡ) 用 してi花付けた.

値業役 も ! ﾡき 岡作々行 なってさている =めに ・ポスラ に対L て 

はとく に植我後施肥し て い ない、

またﾡ虫安考の防除はﾡ求当キペプラに、ハム シが時着 ・た=ため 

に.pp T乳納を救布 Lたた 7午は ・Fに ・ ビ- ト を式L 
た。 で ビートの か つギんﾡウ除のために p p T制 を布 L た にめ 

にボラ たも 幼果 べあ ったという. 株打 ちについ ては 尚麻 &っ ゲサ 

てい るために粒ボ2ﾡ目の昭 37年に 比義的強及の 検ちを 行 

っていろ. ・

②4P 物

ポアラの桂邦と あわ せて 及作物をﾡ作 してさている。式作場と 

年次ごとのそはつざのよ うで、ある .

/ メ #α でみり 、 水田 は耕作して いない 司業 として 所 繁殖用4ﾡ
ﾡけい (成けい240死. ヒナ 300羽) を行なってきていろ。

/) うをまでの祭経置 ・

2のﾡはﾡ有ﾡがﾡ和3 5手 1に音畑 をK入れ たところ、ちよう ど

同ﾡに所役場 が改ﾡ系ポアラを等入 する2とにでったので、ﾡ族地

ﾡ 次 作 物 ﾡ番(/odぜゥ ) 福

昭和 35 〒 ハ イ ズ 3よ伝

3と オ カ ボ ポア =7 植求手

___ 37 ___ ヒ - 卜 sc00 ゆ

に式す ることと し十 ﾡ作ﾡの花 ご委 は者ﾡ の 場合 と ほぼ同番 て下付げ しているが、 

ポ ラが植救されて い るの で 意故的にえ周辺に 多く 祀料を花す よ
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うにクとめていろ。 植 主

ﾡ舌は っぎのとおり である.

けい炎 碗 季 受 る 生成肥料 り 々

グ イ ズ
电 222 7a /2 7a /2 _

オカボ — 一 — — 火 P0 4合3サ(6- ター6)
ビ - ト /&22 6co — 一

2)死 況

の 木

3年生林の主ﾡ状えをみれば. 平均樹あは約よ7 n ( 43 ～ム4 

n)・胸あ あ径 クよcnt (よ2～夕5c) ・ﾡ下る2mく～ク〜 

/◆タ)、 であった-

ﾡﾡ投形ﾡﾡを通欠すれば. 千均 $Fみ2でらり ・ /e&当り 4o 

本としてﾡ23ス?そとなり、 ﾡ及は的23%で、ある-

②作 物

ポアラの隔作として 、オカボ,アイズと卜"モロコシ・ グイズ 

な どのるFﾡが列ﾡに作付け されている- そしてい ずれ の作物 も 生 

肩はﾡ 好で あり.かなり茶している.

植生状ﾡは次表の とおりであり. い かれ も生有を上の た-めに収番 

を ﾡな で# なかったが、各4作物に っ い て耕作右 よ り 予畑収鑑 を検 

してもらったところ 次表 のようでめった。 しハし、 グイ "は状長 ざ 

みのにわに 突ﾡの炊ﾡは検ﾡ よ り いも のと忍 われる -

. 米 型 オ カ ボ 商作 ※ ダズ・ ドモロコ照せ ズ 私作地

P認る 相*嘰 羽科r 平波夕* N浜承 専事 シ - 寸諾ま

オカボ 3o S.P Plo
メ ヒ シバ a3 42 4スs
ゲ イ ズ お, sao 42 2
トウモロコシ 3o 0 2320

予が、炊ﾡ

作 物 名 /。 2 収 そ

オカボ

ハ 4 ズ

トウモロコシ

s 4
り な

公用 ., 普並油 とﾡしても 番送は ない:

3) 今後の経客計型

ポラは 生うがﾡ 好こと わか? たの で, 今狭の 畑地にも植ボ 

し たい- そ して順作と して式き可維の類ﾡヤはﾡﾡ類をボきする子欠 

て、ある ,

3総 お

/) 作付方式に?いて

すでにべたよう に. 林木 と 作物の 作村の 帝同的な、整列によ っ て ・

a.輸作 - ﾡ木と作物が次をに生差される よう2. 土地が時両的じ 

用区分されるもの、 b品作- 林木と作物が同時ﾡに同一土地から 

産 されるもの. p.希岡作 一林木と作ﾡは交ﾡに生ﾡされるが、ある
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ﾡ周はﾡ作の 彩もとり 入れ られるもの. の3っに 区今 した. そLて4 

防材で。 /4ﾡ書区を設欠する際にも .できるだけこれら3形ﾡのﾡ 

例をﾡめるよ っにした

認食結系によれば・著例としては 乙岡P形宏 - 2ﾡ食区. bﾡ
形ﾡ、- 3ﾡ宏, c総ﾡ作形ﾡ - 夕語な区を行る乙とがでさた.

下 ・ 各 形懇 にっいて まとめてみること とすろ-

A 輪 柞 形 藤

第認 2)のA においては. 7. 三デ所。1をこの 形賞のヤ に念め 

て .訪 3例として 記載 しにのである w. ﾡ書時ﾡ に おい て は 鈴作秒 

態でpっ たが. さ き取ﾡをによれば、次ﾡ及か ら問の形と びり . 

本編ﾡ区は ﾡ ち かに 輪囲柞彫 族へ を接 する ので、2のクルー。から

畑 地 染 地

R —— / 3年町 3年ﾡ

Rス - 2 /3～ P ・ 2 "

となって おり. 旭地 とし てのﾡ両は ・ 本調全に おいては 3～夕手 

であった。

なお. 沢対 (ﾡ記) はﾡ作堀商が2ﾡﾡの例 ( /ﾡ目ヒエ, ァワ

ど、2手目サトイそ. ァ スキ ど、 3同スギ,ヒ キど、飛 

系おびあ和 系の例) を紹介し ・ 原 (高記) はが4作寿暦 4～5年 < 

ﾡﾡ), 2～〃年(波壊)の例を 紹介して い る一

う ざ< 植物ﾡ別にふれば.

卜 してﾡﾡ作形ﾡへ入れた - したがって. 本形約は 之例にと どまっ

た っ

いま 2れ ら 2ﾡの 4F付の経を図示すれば、つぎの ようである、

地 河 加 地

R一/ ス ギ ナタネ ス ギ

R一2 コンマハンキ %ビトッコギ アカマ ッ

2夕 2ら ス7 2P 2? 30 3/ 32 33 343ケ 36ジ7 3P
一 なたね 

だざ一 *ざ いす・ 

ひ一 ひ え 

そ-そ は

ス-ズ ギ

ソアーアカマ

む ゴ - コハママハンキ

R - 「
( アけ.o2

..

R- 2 
(セアﾡo.ア

となり・ は スギ →ナ スギ f コノヤマハンノ キ ー アカマ 

となっている. 4F物では ダイ ズとナ ネが用い られ るﾡがるく 

ヒ エや ソ バが これにつぐ。

B門作形ﾡ

ﾡ書の結系 . 3例がﾡられた . す わ ち エア 町T。 x。 2 . テ 

uTのx。; , アﾡのxJ 7 の各調理区 で•ある -

すなわち .三ァ町のo2 ととア町のルっ 1の番 ﾡ査 区が、この

よ うな形ﾡ を 示していろ か、い まそれなれの寿岡 mにみれば、

い ま、 作ﾡ聞か らみれ ば

M - 1 M-2 M-3

3年N 4午問

柞 物 3 ・ 4 " /4"
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とみ?お・ 物は 3～4零でﾡ了している べ ・、平ﾡは 

/4年間 ものﾡ期間 にわたっ て耕作 さ nれ . お この後も *ﾡが可託 

状ﾡに あろ。※村によ れば. 普通作ﾡは /ﾡ用である が ィ ネ科 

頬 (ハチジョが*»は教ﾡにわr っ て な承され る例 (ハメ節 ) s . 
3玉ﾡ (山ロﾡ) の例が紹かそれている.

m 2
三 <

つ ぎに . 植物/別にみれば

C  Z
O
N
E

メ>

a

 O
N  £

宾)

N
i

w

M - / M-2 M-3
卜 木

作物

コッヤマハンキ 

オカボ

ポ・ラ

ッバエ ネ 

ダズ

リ ン ゴ

オータードッス 

ラジノフロー

V
W

一
h
 

ハ

：

4  

长 

割

！5
 

4 :

ト

：

柒 

-t2

多
京 i
 r

ピンSや社

$*～1※

s **と62!

と っておガり、リノ ンゴの場合を除けば. いずれも種実を改穫する 

作物にﾡられて いる。しかし、 /4ﾡ岡にわ たにって炊ﾡを続けてい 

るリンゴの合は. 玄ﾡを収ﾡする作ﾡとなっている、

た除友にっいてみれば, M- 1では 64% C 3ﾡ生林) パタな 

(2ﾡ生林) であり ・ 3年手生主林はﾡ干ﾡﾡ○及会があくなって いる。

M-3については. 66 m植求ではぼﾡ友に ﾡﾡはﾡﾡ してお 

り、 PxPmでは 70 ～ P0%の ﾡ除ﾡ となっ ていろ。
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c 熱昭eﾡ、

え? 2の 3/ 32 _33___3イ____3-____3e___37___3°中

* _  プ ジ/ ジー ー 』マ ご一 ご ジ ジ

/ 込 ] R M 7

/ででで/Tでのか\ (大P・2)

・ //\ A
だ
ひ

ぼ
と
な
ば
ふ
お.
び

ずX

車 

ヽた
ひ
牧

- コバノxマハンノキ
/か\/ア\

RM-/a - 
(ヨテ3.M。3)

とうもクこし 
なrね 
ばれい しよ 
音並畑 
お か は 
ひ"-と

/ AA\ -
RM-!D

(三P所.+) スN

/\
- "*4-*xaxA**k--一- R Mーグ

(ナ町・N,3)

R-IC 
(=ア.N05)

ム 1
RM-5a

〕\( ・ /// - (大ア町r Mイス

・

RM-

/ズゝ_ン
R"-5ク ノ

つ/ふ/で\ くモア町・6>
/T_

ふゝ\ AA

RM-2
/高/\ /// 一«ヒテr・os)

こ の秒旅には. 三ア町の No1 パo3,No4,"o5・Mo
& とア 町T。 "0 3/ 六戸 町 の""；2 ・ル2ラ・ "o2 の各採参ほ

w念 まれもっとも多く の例をみること で さ だ.

はいxに、ﾡ作のﾡから、林木と作物の作付の期間にっいて.時

尚的に疲ってみれば、、つざのよつにっている
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*( )は予欠

林 木 → 作 物 →サﾡる →林木

j RM-/α /7ﾡ町 / ﾡ /引商(2)

/ e ル ・ / 2 ・(4)

/ c /3 ・ / 3～ «ﾡ岡

/ 4 /ら " / ・ (3")
3o " 2 S 〃

3 30 " ク ク 厶 ・

30 〃

5 ② /ク 3 ・
$ o /3 3 , —

しにかって、 畑作寺ﾡとしての期岡が.

/ 手問で総了 したもの 4 例

2岡 ・ — / 刷

4 手m ヶ — / 例

今年町 ・ — / 例

o ～3問 〃 — 2 研』

となり・ 地か ち 地へと輪検し ・ 畑作物を ¥ーニタ残し たﾡ岡 

は/〜5とみめれ. /午Nで. 簡作形巡、へと移ったも のべもっ と 

も多い～

っ ざに. 個作ﾡ派を とった用 隔 は、子欠2令めて

スﾡﾡのもの . —— / 例

ヲ午岡のもの —— 6 例

4午間のもの ------ z ]

とばり・3 午間の間作がも っともチいようである-

したかって 、ﾡ間作をめて .、沼作ﾡを以ﾡし-将問は

3 ﾡ/の も の 一 /

4ﾡ間のもの 一 2 例! ・

$午町のもの 一 2

Pﾡ町のもの 一 2 栩

/3 一/ら間 のもの. 一 2 例

となっていろ-

つざにﾡ物 ﾡ別にみれば.つぎのようにダるが、とく に状木につ 

いては. 新にも法べたようIに、その*ゃ新意などの地性がﾡく

でていろ.

林木→作物 → 林ネ- あ

RM-/α コンヤマハンキ ダ イ ズ *リンドーデスざ

一/b コベッ*マハンノキ ダ イ ズ キリサーダズ

-/c コバンヤマハンキ ゲ 4 ズ キサ英ーヌズ.ヒ、バ

一/4 コバッヤマハンキ ダ 4 ズ("英ギーヌズ・ヒェ)

- 2 Y , 、 , バ コバハンキ
ス ギダズ --ォヤードツラスクローパ

- 3 推 木 ゲオズ、トウモロココシカネ 不ニンーアァロ→コシナネ=ェ

- 4 稚 ネ メベ:ベレイシる.カネ ボプラー、ロイョォーナードプラス.ロー

一$ん ズイ ズ ト ポプみーデヒ+タズ、モロコシ

一よb ___________________(・) ご___________________

2) 植物種について

A) 樹種の 推務

か形を然して 、が系のﾡ種と ﾡしくとりめ けた樹種 との 傾係
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I2 ついてみれば、つきのようである.

ズ ギ アカマくッ
()
ポフ。ラ キ リ、 コバマハン

ス ギ
介

(旧) , 
コマンキ

ﾡ

ﾡ

介

介介介

__1介

M介

すなわち.旧ﾡﾡとしてはスギ、ユ ノ xマハンノ ﾡ木など

かあり .これはスギ,キリ, アカマツ、改以系ポプラ、 コバノ*マ

ハンノ キにﾡっていったが.、 本ﾡ書においては 、コバノ*マハン

キ → スギとキリの混植がも っとも事例が多く . っいで雅木 ーシ 改

あ系次アラ/あった ・

一般 に. スキとキリと コバノ女 マハンノ キの 3種が帳み . ﾡ木 く

ま f二 は 畑 ) と 改及 系ポフ ラ がんで いるようにうか がわ れ た。

B) 物

3みﾡをﾡし て、ﾡﾡされていた物は計ノ2種であったへ す

わ ち. ダイ ズ、 ナグネ、 ヒエ 、ソ、コムギ、 オカボ、 エンバグ ・

ト モロ ゴシ. バレイシ、 ビート、オーケxードグラス、 グロー

パなどであったが. れらの作物をけてみれば、

種実医取用 極

地下キ状取 之獲

をﾡﾡﾡ 2種

とな ・ 種実の祈萩を日的とするものが圧ﾡ的に夕い。

いま . 3れらの4作の種規別に、兵付数の急計をも とめ、さ

クに全作物の 作付手 次に対す る相対ﾡを もとめ かりに これを4F 
付ﾡ及と よば・ ダイ ス"は P %で と< べっ頬茂がﾡ く. っいでナ

ネの /3%・ ヒエの/2ながほぼ早平で城さ. さらにソバの%. 

オカ ボと炊平の 7%・ トモロコシの 4%と いう頓位と相対■隼にK 
っている ・

っきz.ﾡ作期ﾡだげに阪って .「作ﾡ送とﾡ府作みﾡを総合し 

てみれば・作地のﾡ駅は /○程ﾡ(オカボ・ソバ、エンバク. ナチ 

ネ・ ベズ、 ヒエ・トウモロコシ、ビート、オーチ ヤードの'ラス、 . 

7ロ -バ) とゲク ・ 種実採取用が7 種、地下柄杯取用が/ 装素 

株ﾡ所が2ﾡとづり ・ 相ﾡらﾡ実禄政再がダい、 

つざに ・前にびゥって作付及をみれば、 やはりダイズがもっヒ 

も平で 34%を 与め ・ ? いでﾡ事探が /7 なでﾡに比ﾡすれば、 

相当に頻及が高くびっている. ヨ位はオカボの/4%であった. H 

お・ M-3 (ハテ 市。 り > ゴと坂手) の牧卓類はこの計汗からは介 

してある ・

を素を杯取するﾡ平ﾡべ・林木の 生保によるﾡﾡのﾡﾡの椎移と 

対応し て ・ 意故的に作付されて いるこ とはないようにみられた。す 

バわち ・イタ リ - のポー河を式のポアラ共きの ように, ポラ植 

救当午 ー トウモロコシ (ﾡ矢状取用 ) ・ 2次 - コムや、3年 

次ー ベッチ、トウモココシ. カ▽ピー (い ﾡれも有刈ﾡ料)、4 
次 - 数¥ (イ ダリァンライ ・クロー) ・ s 年次 一 同ﾡ と い 

うよ うな 後増に獲;心した作付の しかたは、まだみる ことがでさで 

い。4作物のﾡﾡの単は、 このよう公高からも ・今8のﾡﾡをﾡ委 

としよう-

びお・ 木ﾡにおいては. 表章類はノ○教干にわたって緊料ﾡに
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おいて ﾡされて おり. しハもﾡをり ンゴのﾡ冠投彩ﾡﾡの比手が 

〜ク2%を示してい るが、づお. 3か刈で /なのちり 子均よ2 

メ の生享番を め ウ・. お幹と ﾡ幹の中央報では o たにいル受を 

示している.
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混 收 林外

-史京樹人工秋における

は い め に

当林シにがいては. 本めご殺ﾡ呼研室.北汚道支場枚呼がﾡﾡ 決 

ル支場経老オ三四室. およべ 到略試験 化. ﾡ表試除たなどの共町rによっ 

て J和ス8年からﾡK業に日する本ﾡ的い4短を所Lに. そL< 

ﾡ在 で<オ/ﾡ(試研兼告ペ。 / タ ) およべス報 ( 同lヘo/uy) 

を継表L. まに近くオﾡく同o.ノフス)と才どﾡ(同o.ノフ)ベ 

ﾡ行の 予定であ る.

れ ら 一速0研究 は. 枚承ﾡの行期に対する林木とﾡ生のえたっい 

くLろうと LeLので.さらに枚ﾡﾡ面の行抑をﾡ劇する諾ﾡ因の中から 

次牧強た. 茨依季締の2寄因を冷いあ そして条あの積着をヌえ、 #書 

をﾡえてﾡ行中の1のである. *Lて. ミズナっ林に対才る役肉牛. xテ 

グを林 に时する役肉牛. カラマッ林 た 対•する緬 牟. コナラ林c対十る # 

の4植綱と終丁 L. 双任カラ マッ林に対する役肉牛のﾡを継維中である.

と ころで枚牧«ﾡの行期を規間る専因は.ﾡ認の枚ﾡ孤だや季怖の外 

a. 地形. 雄生. 茨牧ﾡ認などが1なtのと してあける ことゲでさろ、 

しかしがら 上記の-連の研においては ゝのようなﾡ因を設計の中 

c政入れるゝとば不西能であり. Lたゲって. 図資試験地による試除はミ 

れら 仍 奪因を切融し て行 L/.

上のよっ なrﾡcよ って. わわルは試線扱計ハら除ケれにと oの中 

から. 地形と汝牧充の2零因を冷い. さらC林令をとmえて.次ﾡ条ﾡ 

の行例との関係を、 契値師査さよってﾡし」っ»Lて 本調査を行はっ
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たしのである-

調在ばスので行?F. 才なわら. /ケ「は岩ぶ下において 他は 

矢界下において 四査過地&逆定Le
岩手界下においては. 同界、巻季が葛そ町r調査ルを tとの 本査で 

ば「クラマシスエがたおけろ 日本ﾡAﾡ中の 坂」 といっ形ﾡにおける . 

逆彩尋因Cついてデークを条のよう とLr.
ﾡ脈県下においては 同界多質那十王町に調査地をしとの 本止で 

は「スギ人ェ林Cちける厚毛和ﾡ中 とﾡの次牧」とい う 形麼 に お、け る. 林 

今と地形と次数花殺の諾ﾡ回c っいて デーを条のよ うとLた.

メ下. 上記2 ハ別 a 調査 の結果を報も Lにしのである.

1 岩手県下に おける" ラマッく工#の 日本短 A粒牛の次救

1 . 調査 世の 概況 ノ 」

A.位 温

本調査地は.岩手県岩手郡ﾡ巻町大家エメにある、 ゝの調査附i 
は と上山系のでに平左湯魚ときわれる。 歳を府は. d田市のら 

岩手市をるて参衆 ス巻市に行く途ヤの分点rあrる, 本省ル 

江メl初落を通・. ス巻市c行く企ヤの平雄峠のﾡ側に分布十ム.砲 

積は.ぷA2 であろ. (オ/図)

&利用経過’ ]

本調査地附i流のﾡ野は かばり古くから故と水章C利用され.中 

氏の生逢べ延んに行われてさた. "在し本香ルの例に. バス通将 

をはさくで4ス22ん4 の短草( シバ)型ﾡの茨炊せべめり。 < 

の は川川部窓の 放牧也 と して利用さ北ていろ。 まに隊ﾡし北仰の烈 

呼(短ﾡ型) と株地(クンバ)し.個く有の波牧地とLて利府さ

オ/区 谷地の位ﾡ

0xxくr\

し/み

消 くIバわ

いわてかわぐら

A。ぱ田市

金 うの

tり5ハ

P "
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ていろ

このよう境の中r. 本ﾡ査地そ古くケら.個くﾡのが牧体ﾡ 

光とLて. 有右とともにifくの初るの製系2よって. 利用さてさ 

た . 放牧利用の 糸件と L ては. 利用ﾡ は土地有 名 c下iの よ っ 波 

牧料金を約入L. ま 上有若のﾡを /頭小4する、ルはって

いろ。

牛島 /ﾡ当 り 全 薬

J和初期 で

ﾡ和 /。 ～/ 勾 

ﾡ和 20年頃

o似

2円よ0ダ

/N円

キ「本査ルは. 古く はﾡﾡ 

挙章地とと Lc用材. 統泉#u 

ども生産されていFので. の 

土地と利用しく いに江メ川都落 

では.本調査地も合めて」 f<

の4 0 0 Aaの土地の ら. 自系用の新求材およびJ築材の供給のﾡ 

とLて利用していP. 、れ ら の利用慎行は. 新泉材のめ合 寄年地主 

c柄(&X ) を小作#LLて綱入しはrけれならはかった. ま

索材とLて.ﾡ用すろゆ合は.小作への条及のイ理- ﾡ案のC許さ 

れ. これ ら に使用する傷台は. の林地ハらいくら株して僕用して 

もよケっが 余材の売却. 著求材とともでさロかった。

教後. 夏じ政C伴う有為のﾡ達ばあったバ 依べと Lて枚牧に 

利用すろﾡめ. 寄年4月初句C火入れを行って、中馬の蕨牧をっづけ 

てさr. この 土也の 出主 は J和0年岩テ果と水派逃後林とLて 

の県行造の 契約を結べ. 県が同年Cカラマを植求 Lﾡとのでカる. 

c.地形 : ,!

本ﾡ地と 概観すれば 般c 東向き の 線 か なﾡ光で あ ろ ゲ. 八 

に※が入り込んで小いビとどリ.ﾡまは北ﾡのﾡ面なっく リ).ま

「道路ﾡいの とこ ろの-ﾡと. ﾡﾡの 一師べやや平光がある.

-9一

た一部でばあろゲ ※の上え地がの個は急俊である.

ゝの浅地の中で. *流のあ。沢え本で、 水流はぼいが帝で湿っ 

ているﾡだのボがぷ本ある,

土は花曲谷をの材 と する. 5行ﾡ性のﾡ名土く B2c) ま たは 

ﾡ な悪色上 (B2D)である。ﾡ高ば 72o 〜Poaである.

P知 &

本調査光でのﾡ条初測組はないゲ. 近 く の島卷小学校(標高 »0x) 
ゲ 塔岡地方気ﾡ合のE内ﾡ効になつていて、降水量おエが旅告量 

の観測を行っている。 LかL. 気私の景高 最の渕ﾡげLてい"e, 

も しゝれらの観測値があ っFC してt. 水査せはﾡ測ﾡよ りも.様 

ﾡが当に 高 く. 比致的冷なとこ ろでぁり ま 一降汞董 七山生 く帝 
4 • - ・ ・!、, ・・*

の だゆ. 適後小ほ校附」ッも比較約多いので、,、の寝消せでの女料 

・ ・ ・ 。"tw。

」りu. 岩手気夕月ﾡの方が より並いと尽われるので. 岩手景気 

ﾡ月のﾡ逃像図と4南f線回を幼念e L e,
ロおミの参をにすべさ年友し.カラ マ ン植税年の昭和0年から.

・ , ・,・ ・ ・ ・・ ・。"
調期査前年の昭和 yg 年までの7向の平を用いた,

/ 2 3 4 4 7 8 9 2 / /2 約 今

系 温c $7 -? -P 4 4 ス20 & メK -ス? »西年の 
よ (こチ刊»

ﾡKゼu 22 47 4 24 22 ス 40 ク4 &4 〃夕 ソ 29 型回Cよる)

最沢精の月は2月で70Cのみである。根雪期間は. // 月ヤ句 

からど月中句までの$か月商であろ。 初ﾡは/○月下旬、 終通はの月 

千句であろ .

E, ジラマツ超我の終選

2 ﾡ救4返と方速
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本調査地の有老べ 岩手県と県行造歩のﾡ約を劣い R和Jp

年と ス年に下記のよう <栃栽 L.

来植栽 面穡 協和 J2年200A2.32年に423A4

米ﾡ投木女 - A2 当りJ.o00本

共植求ﾡ畑 - を施

なおを木 長ず具意のﾡ子をと ・者せ合テ県口のﾡ者べ有も山 

fも のである.

P. 通我彼の音理と放牧

/年c4タ44 年と4年c*ぞ4J0A4 4N 

ん&の千刈2行っ・»3年の$月に ミの迫求地は山火率に力い 

約27AQ 減失 し e.

カラマ遊求終は多編の文牧はは.業止 Lr. L» Lがら巡く0 

江小川都落の殺安J0アでﾡ災しているﾡ呼組合が. 役印牛. 為 ト 

よ び礼中ロどの条高を- 本西査地の 東例にﾡﾡする 呼組合有の 

放:牧胆に身■耳放牧 しており. 汝次地?も. に調査を行uつ並# 

芝にも岡所抑を設けてい"いので.波牧地に枚核さ丸た家ﾡはﾡ 

栽前と同じ」うに. 自田に造求へ入ﾡしている。 ミのK再祖合で 

の茨枚ﾡ致は. 毎年 74頭韵像で, さのうちのざ90%が中 ﾡリ 

は現で あ ろ ・

/本ﾡ査地のル側QKよ才る上地も .個.人秒•有 の放牧比で 

の救牧地とのﾡ古い土駆u力 るべ. この 土塁 ほと わめて手箱で. 

二の牧地の新もと 自 曲に 入収 している, この収地にu日本短岡 

ﾡが汝牧され その鎖数は毎笄/, スク«前後をある一 |

万. ﾡ生の状Z

Q. 遠求ﾡの植生

木調査世オ 古 く は表林商示が大師分た占いﾡ地べゝの中に 点在

L て •放改探車比 と Lて利用されていF. しにのって木材の生をが 

主であった. ﾡ和/0年Aに ﾡ叔怖しﾡﾡいの一師と帯状にL 

てべ炭し ミ の 伐採を 昊機 (二反止 面禮 を 縮少 tて 救奪炎牧を主L 

するよっ2ばった. そLてはじめのうちは不ﾡﾡのススキ、 トダシ 
・ ・

ベ穽が旺原で 株方よい牛島の氷氷に良な軍地L L て利用さ 

北ていにべ.次第にアカマ. カンベ&ど必趣材が侵入I始め. へ 

れのﾡ去のため象年月にX入れを突行Lに. ゝのょっに メ入

一氷炊-X入れ一牧のる期向の並維によ ・) 植生はﾡなの」っ 

短車型へと秒行したしのときえられろ. •

ロお一ﾡ択沿いとて叔方に六 さ t ていた和 ﾡの ル は 運任の ク 

ラマ▽ﾡ式の咲に皆LP・ おしばﾡﾡとLては ハシワ クンバ、 

コナラ、ミズナラ. アカマソロどであっP.

b ﾡ生のﾡえ ^

林床植生の次況は别表のと うりで ある, すわち.イネ科ではシ 

バを主体としてススキ. マクボ トダシバなどか出現 して お、り. ス. 

ゲ類はヒメスゲゲ.ﾡ車着ミ〜バ・テグリ、 ノテドメ エゾオオ 

バコ・ オキナグナ、 シロッメクサ ニナびビフ着が現してい 

る ・ シ ダ想で ラ ビバざけであっr.

ﾡﾡは各領者区とt^シバは高く っいでノテドメ、ミッバョ 

ブリ. ワラビ なビ かあ ・.他の写ﾡのか布ば表へっe.

うバのﾡ大は平タノフcのから約CのであっP.

秋にわいてもシババとっとと高く. ついでノテドメ. ラビの, 

順でみる、他の卓ﾡのﾡ長は一般に伯い。ﾡﾡは90 ～$%で 

歌的宏っ被れて いだ.
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なう今方のﾡめﾡ格すろ放ば地2,ついてもをし, この次牧地 

現しているおしな奇穂な イネ科ではシバ. ズワボの2魂 ス 

ゲ類でヒメスゲ ヒカゲスゲのスﾡであり、ﾡ事4はミバッテ 

フリ ト/ 4着がボ していf・ 主 Pシダ殺はワラ ビのみであ っP. 
桜及ばシべが軟的高率をよめていRが 他の章独は非常悠く. 

ﾡﾡは70%に峰しZハっや。 シバの章えしと coeすsmハ 

っf,
さのよう2クラマ ッ域林地は波ﾡ地く らべて. シバ均〜 

倍の育大を示し. 車もL光の方パﾡで活みがあり. 家ﾡのを4 
度 の 温い スス キ• トダシバなどのイネ科系換も活フが強く、 シロッ 

メフサ. ヒメスゲロrども林地が得ﾡである.

・

2 請査あ本 :

A 調査区の足規ﾡ

前もょべP』うc. 本ﾡ査地おいては主ル Lて . 地形歌面をと 

りあげ・ Lrがって. 地形の状によって. つゞの4調査区をえ 

しP.
A. ﾡに*った地度 ---- o/. ペo2
B次ﾡCそったル拠 —— ルハ.

C. 山膜の台世A:の合威 —— %

納空区の ﾡﾡ は. 0* 00wu(。 00aス )とL 各も査区 と 

しッ04のi立a第行祭と平行rしP. お、 調者区はﾡ和」0年ﾡ料 

地くクラマツﾡ4林)○誤ﾡし. (才2)

ﾡ2回 造林ル内のﾡ査区
のﾡ置

委 適 老 ﾡ



-97-B. 偽客木の査法
放牧！？ よ ? て 負けた傷害げ樹型にその 及べあらnれ a たr. 本 

調行c方いてd #型を契録することCi点&方いe. も ちろん製状 
をそLPﾡ型は 条高だけにその砲因はもとのられず 病者 1条 
力るいば下刈のﾡの不き象なビむ 当べあ げられるが この調査,2ょっ 
てdゝれ らと分崎する ミとは不可能であろので. -話 してﾡ係するこ 

と2 し。
ところ で枚依条面 rよって 木の 受 るの舌 は 「ﾡいらゞり」「 

なすりっけ」「ふつウ」の3構魚に」って ﾡ生するさ とが多い. < | 
し <載年経縦 t< 価 を 行 う協 合は. こ の;砲Aの魚西列でE分す8 j 
こ と し できるか. 一時点の調者で不可能でカり ミれらのﾡ因列の | 
ﾡでさuハ2た. ・
つざc この調五地Cみ+られるカシ マのさま ごま の材を整理し て 

みれ つ"ようになる. すgnち 普通c主ﾡが/本であ々べ キ 
中2は主除ス本以メ上とは?ているものも分布すろ- *してユ本メ上
分のれる那位べ 飲的Aく く根部附址 U ある bのと. 例合にあい J 

位置ある t の と2」り2なろ. * L て従未れわれの政炊験の結 
ﾡハらみば ﾡ部Wの依い初位のとのは. 諸みつウ(TamPlwv)

よクさとが多く 比教的あい第位の とのは. ロrオッっウ (Rwbbg) , 
cよろことべ多い. したがってゝの調行では彼い位愛でのかをT 

竹番 での分と R と L て整理L た. *れ*れの 内ふはつ さのょっ 
でカろ.
Rにっいて
のR, 一主ﾡは/本であ あげ/底傷をを 災 け. 面 でばけいし の.G
Rz 一主ユ本の の. ①R ーチﾡ3本の しの .

Trついて
のT2 -ﾡえのらのス本となろしの.②T; 一ﾡえハっﾡが本 
のtの. ①TR 一踏つけ と オ, っ けの汚 の幌ﾡをほけにとﾡ 
われろもので. 構ほべほぼ球状と口つているtの.
x上のよ っに偏香木のﾡ型4 4 型に分Leので. 正常型L合わせ

< 7型と録したくオ図)。
査後采とな条 

/) 各胡査区の告木だ生状ﾡ
井 生株木のる樹

R Rz Rs T Te,.TR

Q ペ/ (る光ゆの/) 選査本数は<火本ざ'. 2のうちぐア 
ネがE※木て り 9フ本ﾡきホてあろ こ』を本数才求ﾡのタス 

底 定 一木為 弦%. ﾡ傷木みイ%となり さらにこのク場必木をな型に銅 
かナとは つざのようになろ. (/*)

ナなルち. RごはR登はなて好ス%. Rスがア本て84 夕はよ 
2本ご23 合計く。となってい今,
っざにTては. ロが=s本ご釣2% アなてク$くく%. 

TKaみ本てやく % となっ ている. こめよう 二2%の歳導木のラち ヒ
と丁がそ» ～ビ%ブっパトあ っ ている.
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区 o. ペo./ ペe2 パo. a ペo.4 全 区

調査*& 47 48 /o $ →/ /

本 «

(%)

/ フ

(&4ユ)

44/

(2o.ク)

478

(27)

J22

(7Jっ )

/げ"

(8 )

働

#

木

会

株

* ※ 
(%)

97
(の) c 2/)

2

(43)

ノ «o

(2 45)

/

(47)

内

訳

A/ *& / /

( <2)

2 7

2
(e * )

4

(/コ)

7
(.火)

ク

・22)

/

(2コ)

W

(～.2)
2

co火)

20

くm)
22

(«ス )

4
(//)

<<)

4/

(2ぷ)

/夕

(2.9)

(%)

2 *

(%)

%3 *4
(%)

計
<o

c44)

2ス

く44) (～4)

〃と

(ク/)

/夕

Cあ

T2 44 2

(4./)

ッ

(e.4)

2g

( 44 )

/ ・

(マ7)

/

(22)

Ζ 4

(22)

/ 4

(./ )

«

(os)

(52)

24 

(ダ8)

2夕

(4)

74

<42)

/ 20

c47)

4
</フ)

4

(4)

(%)

Ts **
(%)

計
*4
(%

丁く

本数 2夕

(47) (～ク)

ど

co2 ) c)

ク

(%) (25)
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b ルク2 (M忙Nの2) 査本&の『ホで *のうちの 
u/本べ正常木 ﾡり4d本傷害木である. LFゲって本救橋 
派率.正常木べ約/% 働音木や夕%であろ. さらにゝの働 
考木を各型に細分才れば RではR, べ4本で約/% Rz は7木 
で約/% R, ば木でイス%計«4%%であろ,Tでは T は 
/本でゞ%. T /*で2/%. 計マア%で力り TRは夕本 
で的又%ある. 全協喜 木でし o%ruせギ・ T R. TRベイt 
そス～«%とちのていた.

C. o.3 (式型 成) 調査本ペ/0本で *のっちの478
本が正常木でめり. ﾡりのJス本べのじ木である. Lにがって木* 
構成率日 正常木的ク4%の活木約4%オゞ"\. 傷ぜ木の 
うちけは Rで8, ベ/ 本で0.2%. ペx ほ ざ 本で/%】R
2本でo4%. 計/4である. Tでは. Tz は/4よで約% 

T, は«本で約/%. 計ック%であり TRけ«本で0』%である 
Lたがって命傷害木む 4%で火"いゲ 各型としいっれも伯率で 
たFアス べ約半分の3%とuっていろ.

d.Nod (台本ル城) 西堂本数よ2々本*のうちのJ82 
本が正常木で. ﾡリノ&0本がゆぜ木である. これらの本味構成率 
a. 正幣木約 7 分%. ﾡ活木は約タ7%となる. 湯若木の うらわ け 
はRで R, は20本で約4%. Rz はスス本で、約〃%. R*は

Z 本で約/%. き計ク/%でめる。
Tでは Tzがα6本で約?% Tぼ2ふ木で約$%.計/42 

%Lなり. TRは/&本でJ%である。 Lにがって. ス7%0傷 
考木のうちTスバク%でとくにあ率をちめついで T. Rノ. 
Rz. TRロどパそれぞれどへ4%とぼっていろ。



-00- - 101 -e. 会調省区の平 調査木女の2//本であり ミのうちの
/ ふ/8 本べ正常木であ り. ヂりの / ホが仰老木でお っだ. 才 
なわち,本数加成卒成 正常木べ約』4%働老木はペン/*%でめ 
る. さら2さの傷考木とる型に細分すれば、 Rでは. R/はみ本 
でﾡ2% Rzは4/本で約J%. R:は/クホで4/%.計」 
発である. Tcっいて. Tス/ク2本で約よ%. T,は»4木 
で約2% 計4どダであ り Tはチ?本でユx%である.

しﾡがって /←%の得告木のうちTスが1っとL多く くよ6) • 
RzとTRべ、れにつざくJ%). R, とT»(2%)お」CR, 
(/)の旧位とにっている. すはわち. 各u行区平均Lてみば 
ﾡ際附並ら主ﾡバススに分のれていろしのゲ #$%だ生 して& 
っとし多く ・れにっいでﾡい位置からスヌ/っ尺ものと #容 
が状を そするしのであったに.

2)行気 +る 各調査 E の ゲル -ビ> ブ
ﾡ記のよう2 深区は4地帯にスハ、X地ﾡと台地状ル帝c/ 

ハづつ報けP. そして. 放依なあの行動の薙切椎口. 前足 と述べた 
よっC地によって左おされろミとの非常多い. まe ・の地形 
は. 軍/4AのX合だけではど<. *の団(枚ﾡ地)ので 
えげ行止 りcなっているル と か. 0年ま e は沢ﾡどの状況でマルu 
っていろ地帯とか. ﾡ項境祭あの行認と.岡難にLて いろ場合しある
ところで れら4部査区を観察すれば. まずルス/<峰地帯のハ 

はの地城設けにのであるべ の光城一ﾡはではめろが 级傾 
ﾡビがど教的多く分布し.-*れと とし2潔高のぷバ 本説を行っF 
逆林地へ似入Lてくる入ロとはって\ろ. tちっく. 城舉 二 は土里な 
えしてめるが、ﾡﾡされずrあるねめ. いにろで役源L. 家ぁの 

後入口容助である. そして. 長年=わにろゝのようび侵入のため.調 
査区 附盗 Fはr K道」と「立」をルるゝとゲでさる.

つざc. ペ0.ス (ﾡルの2 ) において 同じ、冬此带ではある" 
木ﾡ査区は条面の 長入ロと trって いる上記o./の地点ハら tっとも 
遠距離の雨部 地帯となって いる. しかも ゝの地ﾡの決と的の地命 
ﾡ と 印rって緊ﾡは月前でミ十 いさおい条ﾡはo./ハらづにいに 
並く正回す ろハ. あろいは沢くん0.jの地た )からずってくろよりな 
い. Lかも本ビ域は行止りの状Zに力る. ゝの」クな状ら 本調 
ﾡ区は1地帯ではあるゲペ0/ とは 奥なり. 次炊系布の行期及は低 
くいLのとﾡ祭されに.

つざ2o.う (次世帝)についてみれば、. 本査区は東ﾡにたるス 
本のAにさ ま っていろU地で 水流はないがハばり深\Xル Lu 
っていろ. *して. 木訪査 B 附Iへﾡす Lてくろ Ppu北 両 ﾡ 
ﾡの1手と下り. さらに、れを上らけ九ばぼらず、 た東例はﾡとd 
って移期と許さない. r. 植生はハマナス. /イバラのよう区有
木独べ代ﾡで. 火びくと&ﾡ状では行期パ西難である. Lたゲって 

本調をEの地ﾡは波牧条者の行卿を非常に 田に I てい る とﾡ際さ九 
e・

o. 4(合地次た帝)をみ九 全休が東面のゆるやかuMcu 
っている 台ル状の 平ルでカ ・ オでCゝの件並一帯にはﾡ収条あの 
団休皇地となっF「立め-」 r枚道」が救多くか布していろ. 波政 
例 かこのような一世境を •床他世に選灾 ご とは ごく書通にみ っれろミと 
で 本岐地の中でaL っ z も行W度のあい、ﾡとﾡ衆さ.

上のようる状沼によって. つごC行期刷ルのグい調査区と、L 
軟的刷 厳される ミ とが多い調査区に ブル- ヒ・ン フ・I てみる.
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4. 泳撃み高の行列制服ゲグなく. 行ﾡん及があいと判される&.
'- ～o./ く山地帯の /), o.4( 合地状平地)

ク. ﾡ牧教るの行期助水が多く 行防ﾡ意べ悠じと定されるﾡ一 
～o.スくuル諾の2), 0.3(天地帯)

3)行ﾡ飛えLイ言ﾡ生状ﾡ
汝系祖の行動チタ,- よって. 前記の ェ ? c4調近 区と2 ゲwループ 

に整理してみた, ?さ. >れらクループついて.傷ﾡ木の従生状え 

を教してみる こ とオる.

A. 行部ﾡの高い地脱(o./. %.4)
木地城においては. 調した全休本ノパ 4本のみち『ククネが 

正常木で. 残リュa 7本一傷害木でかる. これを本物博成本リうみ 
れ 正常木的フク%.傷き木均/メヒなり、さらにミのﾡ木の 
うちけはつさのよっC町ろ。 オけnち R型ではR/が3/ネ
% Rzは«?本で約4%. R:は»本で約/% 計77% 

ある。 つざにT型で T2バク/本で約4%. T /ホで 
3%. ク%となり TRはのクホで42%とはつている.(スス

上の よ に本ル域でおいては」 ﾡ救さ れFクフ マの約な ゲ 
何っかのイ事をっけ 翼α樹型を星していe. *して 対型 
4 ﾡい位置のら主幹がス〜本にかL FtのがL っと6 く 
( %% )ついで際附並ハ らのか (4s%)であっ P. ロお 
ﾡ型のでは 高い故置 から 2又 た なったも の く94%). 根際 
らスヌ?tっfLの (約%) 樹容が素形G なっRもの (約4 
主 除が/本で はあろ バノル信 LPtのと主除ゲあい位ぎから3 

に なっ た も の(約」％) Q M回/〜 ぁ る.

オ2求 ﾡ求の 行期及 による偽き楽

那杳レ区分 *A地g *B地E

調 査 E ペo. ペo./, 4 ペo. 2 . 3
当 査本# ノく 22

正 
常 

木

本 数 オタタ

(フ2ノ)

9/P

(タ2. «)(%)

キ* フ

(20.夕)

フ4
(フ4)(%)

内

R/
4る /

(27)

4?

(4 )

&

(o7)

(77)

7

(o7)

/2
(/ス)

パ /

<//)

o
くo)

/%)

Rス
*本

(%)

83
本*

%)

計
本4

(%)

** フ/

く4.3 )

J /
(ユ.フ )

/22

(2o)

ス ?

(2P)

S
(of )

ダ

(の)

()

T
本衣

(%)

計
本« 

(%)

TR * ・フ :

(42 )

/え

く え )%)

* A地区一行ﾡﾡのあいル) B地区 -行ﾡﾡたのい地ﾡ
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B- 行切外及のくい地域(ペ2.2パo.3)

本ル炭cおいては 調査しﾡ会子女ゲ?クホで そのっら/9 
本が正常木で 76本がﾡ喜木である.

二れを水彼ﾡ成率から力九。 正帝木が約92%ﾡ害木は好8 
%とばリ さらcこの ﾡ害木の っちわけ はっ sの ように rrろ. オな 
わち. R型でばR/パク木で27%. Rユは/ス本で～2%, Rs 
は//本でノ/ 計J.。%である. つsT型では T2が29 
本でる夕% 7 本で。$% 計«%ヒaり. TRuノス本 
で〜2%と trっ ている.

メ上のようc. 本ル図でおいて 傷きをうけて興状α樹型»G 
2にクラマa ﾡ我しF会本救の約0に接 比平的継生率 
ば低くのっに・ すuわち 地際件童で主許が分めよLFしのが»%. 
高で位習でのかべ均う%。お畑が致状と はっFtの パ /%娘の 

生Eとビ4つていr, fe各おt型ごLaルl あい範置で主除べ 
スヌcぼっにものパスク% ぐ力っ尺が.他はいずれ & /%内外であ ? P.

C. ﾡ地成のに救

商光城eっいて. 場考木のﾡ生率を比救してハ 行W郷及の 
あ地域の会のぜポua/ %であっバ 頻度の4くいルaア 
2オざず 高地欺の約ッケ%に当っていr、 Lrバって.氷牧新命 

。 行動翔友の炎が ・の害よる表型木の ﾡ生梁 c形g を多えていR 
さらに. 樹型別でみれば： 談い他星どの主計の分成底. ﾡﾡの 

7 7 ダc対 しほ世反は ,4％ で. 高地ルは伝止成の約ユ.告に数っ 
ていろ。つぎに*U、位曲 での 主 節の 分 小女 出 務世城の 7〃% に过 I
地城J.%で. 高城は公地城の好z.ど倍のﾡ生んみて、ろ,

-I05-3 Fﾡばが球型と ロっr のは 高ル内の42%に対山 依地以u 
/ス%でめっに.

■ このように 各樹型 と と 放取象斯バ頻素に行初 L と此域 で0啓発
F Lておリ そLてさのよっぱルNは 条命の桜入ロC台り!ハも教 

ﾡせである期 山版U 分布 する 合地状の 平ﾡルどで力へr. 
ま. ※前の行側及が低くく 政的収ボ広リラマソのをバ 
rか? た地城口. 似入ロのらしつとも並くしハ 行止り状に って 
いろ地新 二うのにハこォれ ーラは述とって系い凹性と形 
している 火北斎などぐあった. なおこの沢世希では 点珠係木ﾡ 
町協に繁し 状でu系布の行りを許さいいバ ミクェみバザﾡ 
t少はくとも 3〜4年高く つ4 り令の〜よ年のIA) のち極蒔され 

ていにも のと 川来され. 汝牧承あゲ台由に行抑でさ にのはへ$年 
ま で と 思われる.

め 各調査区の柳高長 
消査の時では カワマはふ年林で力ったバ 各期査区におい 

て. 7供受ごとに料を条した- くのお采はつざの」うで力った.
o./く 4地をの / ) 全本糸の平以併きば的スススC～ * 

り. 正約型のﾡ高 は.平均ビ志より約タ//あく的。ううのでろっ た。た図ボ 
型のﾡあ は. 平均想為 よ ・均8Cw代< く 約4&ocであった(オ3ネ2 

つさにﾡ型についマみルボ. 々型の平 は $タ/フ3 ec.
T型ク平シなペ5aeと , 7人ﾡの平u約のC La 
?ており. TR型はﾡ効に広くいﾡ命4示し っいでR型、 型と 
dっていろ- □rおﾡ状のと愛"LでみlばTR型についでRs とR, 
べ依くいﾡﾡでく約 4$cw) . T,パとっ LLあハった. (マ35り)



X3ネ 各考在区のﾡゐ(Cm)
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E o. ～o.ス o. Vo. 4 全 g
会本政平力树高 2ag J0g J Jo.4
正 太めあ スaと 2 222 的* J4.d

の 全 株 コ7夕 $/ →タ«4
8 / & ・7み $oo コフ4子 jム厶/

円 8 2 /s8 →ス/ o 阳クタ →4ラフ
木 & 3 /&o 84« →0 →4.フ a2.0
番

R型の平夕 2 ュク2ゞ a240
T2 ス クフ ッ422 J/® 7 ・4

あ T . スス00 0.0 . a. ノ sハ
丁型の 平 っ224 2 ./ ッ ッ22
TR 220 ノ20 クスっ

42 (地帝のス) 全本数の平ﾡあば. 約ゞ/Cm で 
であ り 正ﾡ到のﾡあはこれよ り9よc"高く約ぶ3 4 cw であ 、 
た. また愛状型のﾡ高は. 平高より約よ/Cnくく釣3s0c" 

であクた. •'ー ・
っざ2 要状型ではR型の平均べ約みフ?cw, T型の平内は
C TR型は/0cmとロっておリ. ルク/ と向ロT 

R型松C依くいﾡあを示して いろが R型も比政的依くくT型 
とは約ど子との差があっF.また6型の 中ではT尺ﾡをいて 
ア とア ゲく C→ス〜 フot) 7 (eco)がジ っ と こあ かった。
oくズル帝) A本女の平合は. 的2,/ぐれであり 

正常型のﾡ活 れよ リ为 7c 勿高 く翔ア CM であった. また
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呉ド型ﾡは平向 よ り#??c w ・ くくざJス Czでめ っ 
= ・
翼状型では R型の平げの約引J4Cn T型の平ツは約+/ 

Cn. TR型は約/『ZCであリ 伝向は尚ス区と同2. TR 
型は極細二枚くいべ T型とR型のﾡは非常に ちら」・的C 
にすざgハっに・ ど型の中では. TR型けもつとも伯くいバ ミL 
二ついで 尺」型(え$Cn )であ リ もっとも高いのはアス 型で 
あるがJ40c2で 大さﾡではなハっF.

"(台 世状、平坦曲壽) 金本改の キ内樹西白約 か幺ク C矶 
であり 正常型の #は よ り約4 cn歳く cmで力? 
た。た ﾡ状型のﾡ高平均高 ェり434 4 cm く く 29 4 cnで 
あっP-

状ﾡでは. R 型の平沟がカ,ム cw. T型の平内8Jス0(x 
TR型,丁約/フ7 cnで» ・. 尚区同様TR型よとくにﾡ高バ悠 
くく. ついでR型で力っr. と型ざとではR, バフクCmでもつ 
ともくく ( FFLT尺を除いて ). Ts と Rユバ:a/ cwでと 
っとも高った-
各初書区け」人上のよ うなガあを示 していたバ つざr各及の偏8 

に よる 輿状血 ヒ 正ボ型のﾡあの相対ﾡについて述べてみろく オ4
各調査区と忆 累状型u正常型より公いﾡるを示し 0スは 

正常型のぷゞ%であったが 他はは 70 % (ル0.ノ) フ6%(o. 
)であり 明らハC要状型の横高長不及であっP. っsP 

喫状型のヤではT R型バ非市にお部長い四さ 正ﾡﾡの 〃3 
% (o. 3 )ヘαフ7%くの/) (あっ二.の2ど でめ
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た: オrnゥ ﾡ区べ状を受するまでに命gをみけにカラマッ? 
ﾡあは. 正新に長しにtののほとんビそ分以下rLどまリ そ 
担老バ在だ しハ っP。

オ図 要状型と 正常型ﾡﾡの 粗価

N - 正常型
T - ﾡみっ!に i ろ ﾡ状型
R ー バす・ つmによろ ・
TR - 科状型

? いで. 各でとt い位«のら主バえ本Jメ上 にか LFカラマプ 
の松が伯く く. 正常もののスグ%(o./) ヘ?フ7%(ルの3, 
No. )にす ぎ'ず、. P ゼ o. 2 だけはみ %であっrに・
夏秋型の中で, tっとL相あの部いTにおいてし 正常型の』0 %(0.3 > ケ? %co./)&示し 正ﾡ-伸長 していろカラ

-109- 
マシにくらべて. /020%ガっていr- fたFペ0.2では4% 
で. 正市木に近ハっに.

Jメ上を Lてil 要状のﾡ型を翌する ク マ マの棚部は 
問らのに正ﾡなとの より伯く く.そL て 雋い植きのうま粹バスホ 
メ上c分LにL のが材あ生長べ四S=ており 地際ﾡへらス 
本上に分しfものは. ゝれよりし高い憐高であった- もっとも 
ﾡほがﾡ状L "aよ? はr救し、傷響とうけF しの 正%dク 
約#分の停長に と ビま 長山は社Fしく西Ssハて いr.

) 各調査法の 招高の 比除
各調査 区 の 比較は 立地Lの岡係においては可能であるが、ゝれと 

波牧条都の行秘Lの岡で方えるゝと規武味であろ.
才ぼわら.ﾡきを っけイば正常に乱し ているカラマッの#あ-? 

いてみれ ば ペo./で→ Cnt. ペQ2 はゞ J4cw, o. 3 は 
4zcw, wo. 4はs ¥ cn とロっている. いまミil を地版別に、 
並べてみれ ., ^ '/ ー'

地 - c, jJ4cwz
※地布 -«み cw
e地ポ地 - s2cmn

と なり. Mﾡ地の立地糸件のﾡのが相当口項若にあらていろ しのと 
ふえられる. オばわち。三あがにか二まて凹地となしていろXと 
術の7ラマのペ長はLつ! しは好で ニれ に対して 峰の地吊 は /J 
～7フ%の伸長にとどまっている. ま. 卑〃、ら下った山腐の後嫔斜 
地で.ヌ地ルのぶよ%に当っている。

’ 二の よ うに,各をロハ立ビ糸件べ牧的ド高に寸門布にRた! 
、、 として/考たっナ「ハラマ+、それぞ れの立也お中での生
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長西毛を示しておリ >れらを取才ろニルはき味をロ:イ etえ 
ばぺo./ (峰光称の/ ) の正常木は. ヘo.う(天ル帝 )の環状型の中 
のR型よりも約/。 L傷くいﾡであっﾡ.

と)終 お
混ば林を業を行なうﾡに. 救区家話の行期を堤制才るﾡKﾡメ 数 

尚季術」 女牧客ﾡの郡超とﾡ穫および#令 植. 地形 ﾡ設町ビの 
話多回がとりあげられるが・ 本調査では クみマッく工におけ2日 
本短ﾡﾡ牛の枚数と 地形尋回について. 岩千県ﾡ手部ﾡ名町C力 
いて柔座部査Le. ■

西査区は. 地ﾡによつて岬ﾡに*っPルゆス区. ヌ筋口*つF地ル 
/E. 山Kのお求地成/E 計4g教けe- ﾡ稿はクメ o0wく
.200 のス)である.

本調査地では、 枚散条額 *世林木の ワラマにケえる話は「ar 
リつけ「踏みっけ→ の2っで. r&いちざリ」の各けみられか? 
だ, >のﾡﾡ木の着型をさらに4型に細分し 正常木と合せて7型口 
?いて調査した.広お 4型の円谷はつさのとおりで力る。 S
T びす りっ ヴーの あいのﾡ郷害を うけナており幹バノ本の りの 

(R/), ②日じく除ゲス本のしの(Rス) ,③同じく砕が*のし 
のくR3). 「階みっけ」- ②えの で幹がス本 ハしの(Tz ), 
②同じく鈴べ3本のとの(T ), ③aすっけヒ※みつけの戸力 
よって憐型がﾡ状のとの(TR うである. fl

このよう は傷ぎ木の継生条は約4 〜24 %で. 平 ・gノよ%であっ r= 
この傷書颦を 地形によってみちヒ 4=国まれ凹地十(っ ている不だ

べLっ ともくく 家畜 の後入ロが近 くに ある山腹の台我北城ク*
つと高く 天じﾡの的倍であっ. 地版の2 区で 入□

; のげ「投げた / 区 の闲咨年 は ・ ベ入ログラS く行さ上う りにほ? 
ていろ地城に改くけたでの約常で, 天地炭のや▽3たであった.
、のように家者行ﾡﾡ尽と の客木ﾡ生挙は 家番の侵入口 と地 

形との 岡係がし とと ﾡいと足され •行韌の友 のあい世成 ( 
台板. 峰世族の/区• .4 区 ) と行ﾡﾡ及の公くい地ﾡ(て 山 冬也推の 
/区. BE)にプルーピンクしてみろと. ABuBロ八タス$倍場 
木べあっ.
本査地 におけるﾡは 立地糸件にﾡて いる 凹ザ n ボル炭 

• パセっとしあく. J地炭べ依く くﾡﾡ木の老性幸べLっ とLあい合 
地状の光旗 前内向右八向にカっ.

・クょ うに横あ生長と女牧み命。期労友によるを率Lハ同には 
あをリ 温違犷 イく す、ろ立ルﾡ件ー トふも nと.



附 友 植庄調査表
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ごを区 o. Mo. / ル" 2
・る-

米 # C
ダ,cn 月

C /rP *C 「なC7 ゲー C 1 ク
ゲ

イネ科覇ﾡ •

シ バ .ス 乙..2 ノフ /20 .の ふよ. ・
ヌ クボ / フ 十 p,/

イトシゲヤ フ + D./ フ + ・ノ

スス キ -0 oス 7
トボシ ブ ラ ・ 7 十 o./
ト グﾡ シ バ / 7 + o.
ネズミ ゲマ • フ t 2/

ス ヶ ﾡ

ヒメスゲ &フ a2 ふ 00 + o6
ヒカデスゲ

銀#項

ミ・バテ グリ 0 + oよ r4 + oよ

ノテドメ Ζ or ル ネ c0 ク N と.3
シマノ ミッバ フ + o/
オオバコ 。じ ナ o./ フ + o/
オキ ナグ + o./ げ, 十 ○.ユ
セ ンボンマ ・) フ 十 o./
スベラン フ ナ o/
ゲンノショシゴ フ 十 e,/
ア ノトクグサ / 7 十 o/ フ + o./
シロメ グサ + o/
ニ ナ J + o,/
オ オャマ ブスマ / 7 十 p./ ッ T ◇.
ヒメハギ / 7 + p,/
オ ト ギリ ソ シ ・ 7 十 o./
ア ズ マギク ノ フ + P./ バ フ + o/
ミヤコ プ"ナ ノ フ + o./
ヒメ ジョン /フ 十 ◇./

キネ ノボア ン

シ ッ が ブ サ

タ今ッボスミ レ

ヤナギラ ン フ + o./
ママ ハハコ / 7 + o/
り ンドウ ・ 7 + o./
ヨモギ
エ ゾオ オバコ

オミナエシ

ウスベチソウ

シ ダ 独 I
ワ ラ ビ 乙 フフ 1
L個 統. て2の) ( 200) I C242)

一II3

※

万

羯

廣.
※

こ

技

及
*

L

相

対

板

靈

火
ノ
受
人

________o.、>______ wo. 4 ぶ 知 セ

C C F
ハ一

で’ C C・ C C'

p。 23 ・Pフ /
フ + a/
フ + o.

,o。 . バ ～4./

フ + o./

oP ス 2&。 &.2
、パ + ◇そ

i ・1

4フ r o4 ノ4C - ノ

♦--- ------- ---- —

ケダ + 。 タ
o + 厶 7

フ ro./
47 z.r メフ

Q2 ジ

パ + o./

・7 r o/
$o r ・ス

7 1 o/

・フ r 0.4

4 + o.
/.』 ・ス7

ノフ + o./
3 + o

・

フ + o.4
47 + c
o + &

ノフ + ◇./
3 ナ o.a
47 ・ 〜

フ +2/
J +

フ ro./

&7 + c.
イ分 r Pス

&フ r "*
* + い.3

J r o./
◇フ・ r ス”

$ + eゞ
* T oj
フ +o/

+ o.2
o - os

フ +e/
フ T o./

・フ + o./
フ T o/

42 o 4 ノフ pS- タ / 7 - o
[C2z ラ) __ . (CヌcC) ___ _  _(48j) ：_______



- ※版景下cおけろ ズ ギ林の風毛和徴が』べ羽の汝"
/ﾡをルの城型 a
A位a

本査地は支派多優』十王町大多高R客小枚ﾡ(旧厚)にル 
名小枚沢放地で旧ﾡ村の納県に位きし この旅放地を利用して 1 
いる選初落ハら /•3 K. 旅版師冬ら o K.ル ※平初ﾡ"ら 
2Kmの百番にPり. —は,〃イ. J ル2 であ ろ,(オ/図)A 利用整遇 ]

本む査と令む茨ル堺ル領一市さ 占系功定地LLて行るで力 j
、Pる多額野は さのル布の殺多にとつて終政時まC主琴"たて ] 

みっF・ この永数地はむ と 回有林で大正ゞ年口ﾡ枚炎用林呼とαり店 
困 /2フKの土登を吸けてが牧を行っFのへ殿材で. メ後分年70 
ヘタク 頭の馬 を放收 して sF. 救Lてはホア フの +& 名初 
合/燥 水区 j> ハ を設けてい/バ J在 は木 アく 外 の 花設は す x 
九も されずに波置 Lてる. その後J和2グ年牧呼とL く 抗親かえ 上 
なり •理組合の关有世 上 つった. 円表よ月どBく東ﾡに4月/ 
日 )であリ・ *北メ前林ﾡ地ロどc放牧 Lマ おく. 終uバ/月 
y0日に式のら北ているべ 裏際 たば// 月上旬C千枚させちのが六 
*である。 tっとL 今回の調時( // 月束 ) こ 微ﾡの ﾡべぼのヤ 
で#食していP.
形犯つ夕年 9日に枚呼管理ねえを設け 小松ス依呼殺業同ﾡ合く 

細合該44名 )で客型 し. スざ植求メ尚は寄年4日と8月の2回ノ 
払、によるﾡ査木と行老ﾡの株歩と行い 4呼内ﾡﾡ賜著式と[て 
は昭和2*年みら→7ケにのけて幾ノルﾡ字 飼能料木(イタ テハ 0 
• 相我を 実行 L たべ. ﾡ在枚枚のﾡめの改ﾡ事業は行っていびい,

オ/図 調査の位図

帑
陸
尽
田
市
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この牧寿はう調考で利用され保海ﾡみ枚け下認の通 "である.

迎田新ﾡ コ4ア

ﾡ永初考 ノノァ

次 乎部落 クァ

計 ナ

おﾡ在の運老は 組合乱/アあねり年す00円を内新例当c. ・ら 

に枚牧全と/岡Qつ=ノo。 円の微集を行はっていろ. aお:"吹 

呼のfくC日立勉山べめ り. ゝのﾡ選のための枚枚系市2対する被ﾡ 

保証全が 死ﾡも会社のら支必われているので これをﾡ林のRの0 

ﾡ木と L その苗木べの不足撃は造林補ﾡ金よってまの"い 

獲と年年ﾡ行している.

c.L形

水*数地の平線さﾡして 年の都のをﾡビつており ル部はﾡ面m 

ﾡの株新地2. 東都スび東前制はﾡ界帝とズ平部新のポ市地。( 

都は日立市c. ﾡ師は日立市の>の商淡枚地に塚して〜る. 瑞

救ﾡ内もﾡ救の殺線が未っ ていて. 比救的小ひドの 多vル形さ t 

していろ。 し/がクて4針の列何も多独多様で. o〜/パの通ルは 

さく 小衝ﾡ で各 r 分布J し. 一般cは/o〜 k '。 綱地バ 9 いべ

0血〜&が地し」れで力る ・ 堺高はJ。 0のら$00wで 力る. 

土ﾡはメ山灰土である. •

pa条

初は//月上句・終ﾡd4月千® 初ﾡ/ス月上® 窓*」,、 

戸上旬で ﾡ野番は裂部ユ2～。 cm.桜野Lcrる地市の商全 

床のス0% J0%来減でめるろ。西番は4ム.002mで

z枠のと現る2は激ﾡ2はるこ とが多い.

E. 放文地にちけろスギの旭ﾡ

Q ﾡ我名過と方法

柚救け形和ス8年から給められ 現在 も 統行されて いる. 各年及 

の晴本救はオ/来のとおりでめる. 才unち. 現在までにスざの 

もっとむ 多く植栽され (約70 % ) っいでマ シャゲシと arり. ヒノ 

¥ は約よ%2すさか\.

オノ永 及別所入ﾡ木本救 (本)

2 ス ギ ヒノキ フズギ ギシブシ ・ 計

N. 2 J0000 o00o

マ ス00 o00 20

o .200 .200

/ —

ス --

ッ ------  1

4 - - |

よ 000 o00 ～$00 づ.$00

4 /4.000 /4.200

・ 7 /3.000 /.000

48→20 一*" 220 ・002 2$722 !

植救木※2っいくは. 各年及の植料記祭バばっさリ しそいいの 

ぐ.地ﾡと本殺けﾡらかでGいバ ー般2A2当 り.000～ 

げ. $。 o 本ﾡﾡにﾡﾡ しマいろので 現 任 ま で2 43 フ～スカ4 

の植救ﾡ積なろ.
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想ﾡはﾡめは比ﾡ的平沢沿いびにfさのﾡﾡを送く . ﾡ

のラスいR ?ぐあみろが 現任ﾡのお&方句と向わ十あ 

り立地に息まれびじところiで植救し. J和ゞ フ年にけ2oAa0 
景行並林のヤ折を行い行L P. #材ズﾡい、はスギで児収ﾡけヒ 

ノキでわる- いっれし植救時季系ﾡえである.

P ﾡ秘ﾡの等理と枚数

スギﾡ救後の年回は写年ﾡ季(7月)2. 全あ下メをL *o 
後もつる切り などを行ない. また補都し行ﾡっているが ﾡ病u 
係さ ていのい.

係るの枚牧は. 植栽彼も 西の 放牧バ行びわれた”、、. 放牧-数B初 

次渡ってさてろ- オロわち. /0年尚のﾡ和2年g0敷 

正ﾡ求2 して f.。 o 0昭内オの巧が枚牧さていたバ 殿和 4 耳 

cは4xﾡ 証発役cLマ→フ。0系げ外と約ギ女にﾡり Jッ7
巧は翼c 吸殺に L マ→.00項内外にﾡリ ﾡ 

契っく牛が/0風. 延9&に Lて 400～ フo。 ﾡ枚Kさろ よ? 
2 なっ た。

F,相生のﾡﾡ
a 波牧のﾡ

この枚枚地は. 大部分がススキをけはじめ とする車始によ2マ占相 

され 長ﾡ綱cっいではサﾡをあげることがでさろ. 才なわち 

ゝ の枚吹地の牧後型は章型. ササ型の二つの型がもつルもく 分 

布しスおリ. ﾡ番木ル短章換し苫千ﾡ生していろ. これらの收奏型 

の分布をみろと. ゝのﾡ地のﾡ郡ルﾡ部がﾡ型バ9く例 

よ び 東 部バササ型 が9よっでめろが サ型の ﾡ稿 け 政的y
灯「い・
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・書は. 長算独ではススキついでト ダシバ.オバル7マバ現 

し. 若千ではあるゲテゲヤ オオアブラズスキ サィ トラヤロど 
べ犯して いる。 短ﾡAでけシバ ズ ボ スズメ ノヒエノ ゲリ 
マスはビバし.独ﾡではタチボスミレ. ニゲナ センブリ 
キンミズヒ* ギシギシ ジャ パ ヒ ゲビであ り). 犯潜*類ぐ ロサ 
ルト1)イバラ. フジ. ノイバラロビの現をみる、 ナ+メはアズマ 
ネ ッーサナ ぐろ.

p 度林地止の林相

林原植生を牀令測にみる ヒ植栽後ス畀目の幼令林は. 造地外の 

枚とLくビﾡら"いﾡ生であろ- すびわち. 長ﾡがぐはスス 
キ. オバルカヤ、 オオアプラスス*。 ト ダシバ -ナイ トラクマなど 
べ多く汝ﾡして儀占ﾡとびリ. ﾡﾡ的でてクボ テクラシバ ス 
ズメノヒエ バロyバム項L アズマネザしハなり滋現してい 
名.
極城後7年目からふ年目のじでは. ﾡ冠べやwうつ肉 しマおり 

長ﾡ故でばススキ サイト▽がヤバわすかみらl 知ﾡ独ではノが 
リヤスバ旺派で. テク ヲ シバ. スズメ / ヒエ“ビバ樹聂の向けたと 
・ろ2波ﾡしていろ。雑第ﾡではヒカゲスケ. ジャノ ヒバ、 タチーホ 
スミレ ャンミズヒネなrとがﾡしくおり. アズマネザは芝干i 
」り t像ﾡと 2て いろ.
つゞに植N後/0ダ目のように林木の伸長べ大さく耕恐が向 
Lてさ休じでは 透及べ非ﾡに伯くなリ と:ろどころ裸地状に 

ってさており 枚道順山の朋るいとミろにチクラシバ スズメノ 
ヒェ シバロビバ現し. その他の雑章がでキンミズヒ* ヒク 
ゲズ ゲ ジャ こゲ. ヒメスイバg どバ汝現 し アズマネ ザサ t 敬
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生 しそいろ.

2.調査のう法 #
A 源を区の ※文式年

現地調有を行なっ商c. 一部を 地点、と区えするらの王ヤ多具今 

方にして落査L株令. 地形.をめぼどと調べR. (オス函)
まず 林令をオーの 要因 と した. *の内各ばつさのようでめる.
ル〃./ 2夕林
ペo. 2 7年生林 ( や ・ ﾡほべろ? 肉 )
～0.3 8年生A( 同 上)
ペo.4 /0年生林(ﾡ廷バ相に クつ向 )
づざe,地光形C」って調査でを送来しら. オuら. フ年生林ム8

芬生狀を造 べ. *れ*れの林地に. 4凄の呉びるス査区を教け尺 
そ の 内各はつ ざの ようであ る.

7年生林においマは.
AE - 題科度 /0～ノ・の後仲地
ちE - 同じくス・ 内外oで"冷ﾡ地

ﾡ年林でおいるは
AE- ノ『～ス・の終ﾡた
BE- so般幼外ヒ

2sc,次牧た設との図連ついくは. 治と木アをヒりあげ 牧 
道cっいマは7年生林においで」 木アについマ /0昇林において 
*れなれ調否LP. その内卷はっざのようであろ.

*並cつい て
Aロ- 迫と中と した内働の地蘭

— I2l-



-122 - -I23-BZ- A区の8辺の地成

木アっいる

AE- 水ア周辺の地成

BE一AE 卜iの 地悦

B羽え著 A
スギの各個体ごとc. 陽番をうけマいる評位 偏るのw ®gの優 

度. 燃乏びビcついる保Lに. そしくﾡ各をうけていろスごは つ 

ざのよっ°数理 Le.

の. 寸リっけr」るしの一比ﾡ的あい/ﾡでの.側校の竹力』 

び主除の項

踏みっけ」るいの一ﾡえ附並ての主幹ュFは仙校の桁 お 

よパ林ﾡの納ル.

C その他によろしの-下パのﾡの不さ歳に」る切崎. お』以兔史 

と つるﾡc工 る ま砕の

Gお お信木cついる 現C立枯の次後Qめるそのと. 制・し 

た全個体の金置2図化L」当の校立 L z あるべき位区パ姿台の場合は 

植求当ﾡは成立していにものと候足Lて. 本役cmえ マみF・

3 査ど具と秀弟

/ 令とﾡ音のﾡ係

A. 誠立本救とおポ木«

各*今cついく 成 ■本数 k拈振本政の構成制合を サn 表 

の よ うだ ひろ. すuわら ～o/ (24)ぐはお損本終約4 

% 成立本救は約夕4%て o.スく7林てはお本数はや

% 政立本救は約み/%である. の3(8好由林)でば

オ2永 林令別査地の枯根 と ﾡ本ﾡ

査地0.(林な) "aバ(2年) ペ02.(7ヨ) ～Q30P生) MQd00年生)

ﾡ救*数 o7 44 Jo

成力
歩 &

c?ビ)

/

(sイ)

*s
(とスタ)

4a
( ・2/)(%)

お 版
本 « ?

( 7)
74

(&7)

&

(./)

48
(o.2)(%)

本がは約/っ%. 炭立本がけ約ふふ然で o.4(/0庄林)で 

は枯本救ば約/%. 灰立本救は約4%となつくいる.

B 2年生(o/ ) rっいマ

成立本象の中で放攸を帯によ って安ウeﾡきは「ﾡみつウ」の 

である。 そLて. ﾡみつによる傷ﾡ木の. 立本役に対すろﾡ合 

&みるとゆッ%てめる(オ$表)。 まPﾡ(新) L下Aの孫 

の盛よるrベ約ス%みラハ. べッ的 ク4 %正絡な生育を し て 

いろ. ﾡみっの部位けﾡえr集ヤし- ゆじのﾡ及は叔さかのらあ 

さ的タ2一 分 Cmの六約70 cm の mで永がの第2よるﾡ皮バみら 

れろバ、プロ曲はみ らオか〃、つた.

ﾡ高はオ表r示した. すなわら. 全本の平は約み0cmで、 

あるが 正常木の4984Cペr才し. 階みっけによる傷ﾡ木はよ7 
cmで. 傷吾木のﾡあの低くさを示しるいろくオの表)

C. 7年比林(ル0.2)cついく •

7年生とと ぼ4 と次牧条に」ろの告は「なすリつ・ナ」ル「弾ル 

つけ」の内名Cる. まず正市木と分部木との神※訓合をみろ と. 

正常木約ぶノ%.陽智木約/2%で 約え8の桜をるいろ. (



オ3表 林令引の正ﾡ木と 低ﾡ木の本教橘ﾡ
-I24-

#、Aマ 24生 7年生 ・ ～e生

調 査 本 数 Js/ $8 42

正 本 & 4 7 ッ /
系

(%) c 24.4) (g0.7) “W) (4ふ)

(®
全 本 & 4 % ス s $/

4 (%) (4) (2) (5273 (/4)

内 なオッのナ . ノクタ /フ

木 

___

訊 3みつけ 7夕 →e. 4
(%) その他 20 o.6.. — &2

オ表 林令別ﾡﾡ(Cm)
4金 羽 2夕生 フ4 _/0年生

金木■数平力構観 724 →ノ42 →ク0.7 ぷ ゝ
正常ネﾡあ 3a行 o フ 74/

ロ*りつけ 木材高 — 322.0 «フフ
3つ 水ﾡ高 70 43/ •- つん
その他の 樹ﾡ ,0 22 J8 o
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表)。さ ら仰客木の内と北ばuオ・っ けcよるい のバパ 

. 結みつけ cよろ も の約サ%. *の&/%4である。ゝの調査地 
ぐのそののﾡ2は フジロビのつるﾡにそかれて細く なruiれる 
いる しのが合キハマいる・

「aすりっ け」- 受 けマいる部価はヤ共よりやや上部のあねり 
( ミの胡査地では約/のの) に条ま っており. o っ ち約々$% 
ベ 呼オりつけべ救LいRめに主除がられるいる. ﾡのス 
ギの ﾡ型 は、 ヤ央初およ び下力の側坂 が片 例Fけ ラれ ているので 
片毋衣 上リ の 果状 日•樹血 と っるいる-

「消み っウ」- ﾡえの ら約 J 0 cn の 前さ までに 集 まっ ており. 
約J～«Cのの長さ と約/ cnので皮されマいる- 下初に枚ﾡ 
りしていれ 似 は られマいるが、 さの 査地 で側校の 种 られ 
ている も のは少"い. ﾡつけ って 会休がﾡめr独いている 6 
のかみかけられ *の到合はﾡみっけ2よる 郷き木の約 /0%2す 
ざrv.
ﾡあの測文結果はオ4ネのようであろ。 すにら. 全本本の平 

は約Q2/ 6 cn でめる が 正 帝 木は約a 4Cmであった。傷木 
のヤでは. 「*の他の考」 2よるものが約→/0cm. ま「aす 
・っ け」を負けた 七 の 口約 / ? 9cnでほぼ同じで、「踏みつけ」 
によるものは約,43 Cnでいっ とりく い.

ロ 必年由林(ペ3)ぺついる
8年生のスギ林においくも . なすりっけナと落みっけの=っの傷 

木がみられる、いま会本表に対丁る合&ハば 正ﾡ木は約40 
%,億木は約0%で ゝのの響木の円教は「なすッっけ」2よ 
るもの約フ%. r踏みっけ」に」ろむの約23%である. ミの調



資地でばつる懇そのﾡによるの哲木はかった- (オ表)
「Fオッ?け」一の号の部位はルの.スと同城に地上*/位ぐあ 
るが鷹きの救しいしのは主除のTラハて いろ. ゝの主除がらで 
いろと のの老合はすり つけ木の うちの約ノよ%である. は才り 
つけらルた林木のﾡ型. v0.2と同ﾡである.

「踏みっけ」- 郷各のﾡ位に. 想えのら/。 cm位のハ高:クと 

ころまでで. 0.スよりづ若千下部に力る. ミの調ﾡルでしﾡみっ 
けは刷KQ」る傷老で利図の状aのス」りいビ<スcm & 
さざJ～4 Cmでかる, ﾡ登早期口落みつけられFしのが仲の 

G 御む い < いろが ガタ 測合胃踏みつけn よる 偽音の うち o パ% 
に す ざい, さ の 調者せでは側校はかびり校上 りL 2いろの ぐ. 酒 
みっけ2」る例核のれ u か っ e.
期Cついマみば会本女の平均は約。/ cwであるが 正ﾡ 

木パ約 08 Cwでも っとと高く ついでの害木の うちの「ロオリ 
つけ」2よ4し のべ約J0ス cm でほ正常木と ﾡじであるが「 
階みっけ られたも のは約っ42 cnでハびり伯く い. (オ4表) E. /ク年生林(～0.の)rついる
茨ば系命よろの乏は～o.2, o.3 と同採2「な才りつけ」と 

っけ」の 霑でかる. こ れを全本救に対するﾡ以ﾡ合をみれ 
正常木約4> %. 母客木的Jス%であ a. さ らにミの傷移ホの 内 
をみろと 「ロオりつけ」によるしの約夕/。%, 「踏みっけ」2』 
ろしの約 /4%でかる. この調査せ2*の他のの者 として. 
銀町どCよる午べ約94%ある (才烈)

「な、すりつけ」ー オりけられた部位はペのス, 0.3と同 
ﾡに地上高約ノ/の前ﾡの ところであろ, ノ0年生t バろと. お回 

はfいぶﾡ催しる くろのぐ. 波系面の造せでの条命の行列は相 
当に制ﾡされろ. L たがって 現在み ら)I ろの登はしっとおい林ぐの ﾡrけPt のの集横と号えらハれろ. お型似炎べぼく呼り波上り) 
L4ボと なっている. まにこの よっロ棚型を示才L のの中は発笑 
び. 「なす リつけ」の ため棋ﾡのいfがなく ロっていろ tのもある

r 脳ル つけ」一今回の部査でば最4うけFﾡし仰ロ ばみられ 
なのった. LPバって.過去rc分いマうけに®ロは 横Kによって 
ﾡわれてこぶ状をいしていろしのと. #渋べ岡い丁 木領例2ﾡ
していろL のとがめる. この発氷 しそ いる 木负部伊部分 I ズ巾ス/龙 

位. ﾡさ20C位でめろ.
*の他の移と し <は. つろA2よる っっﾡ/けからみつさであ 

ろ. このようにつる逸にまれrしのは. 主除パれ/2り.承圧ゝ 
九Cfすにﾡっているしのとある,
ﾡあついてれば 全本本の平均は約J? cmであるゲ 正 

今木バ约f 7 〃 Cnでt っとも務 く. っいでﾡﾡ木のヤのﾡ水つヴ 
r」るtのでやαケ/Cmであり はす・つらilにのき木& &77 
Cwでぼ同様で あり そのせの宅をうけrしのは:84Cnでも 
っとし彼くい. ( 才4表)

ア,まとめ
a 働得の郡がと移

ﾡ牧条新によろﾡのﾡ殺崎 一般 a「ふみっ け」, r a才 り) ? 
け」r後いちざ"」の=つC大別されるが. 水a谷地で「ﾡい 
ち ざり Jはみ られ ボ 氷牧さ九に J毛和ﾡ中 とﾡのス ギに対井才る 
発好性ば悪 いものといえ る.

とゝろ で0./のよう ♦スー生の切令次で/. 踏ルつけに よ 6



ﾡきけでっゲ・ ペ0.ス, ペo.ふのよう27年生. 年く 
務高2〜ィ)になってくろと. 方みつけの 冴かニびす りつけの 
傷ぜを安ける ようになってくる. aオりつけのﾡは側校のれ 
をし rらすが・ ﾡしいときば主ﾡの係をくミ ルバめる.
～oのよ?2 ノ0年生(桃移よのメ上) とtれば *ろ* 

ろがるは所質し合じ、 このようば林心でば放牧条命の行仰しおの 
すか ら 利破される よう なろ. したがつてﾡしい傷客ばほりんど 
受raく りるが、ハってっけに傷客のﾡ跡が災っていろ.

oざ. 以上の ような病唐を うけたものの,あらわれる程及C 
ついてノるとつざのよっである. ふみつけは、 2年生林で%ﾡ 
であっ白が次オ2mL. 結ノ0年由のもので約,α%2落治 
いている. LPがって. この調査地で. ﾡみつゲイﾡと Lて 
あ らpnる丞及は会株の ノ学協 とみる 1 とゲでa よう.

つざにgすりつけは. 7年生でノ/%あらわれているゲ、もつ 
と早い会であらわれるもの とﾡされる. そして /04林で 
は綱/ス%とのっているので. ﾡつと同城P、 なrオッつけム 
全休の /積とみるさ とゲでs 」う. Lたがって ﾡつけと ロ 
オリ つけの両傷言を 合nせれ、 ﾡ数されに全オ枚の2夕〜ジ® 
は叔初のﾡでよる版. おが側枝のれびビの偏ﾡを うけるが 
のと力 られろ.

b #高生長 •
正常aとの と何らかののﾡをっけたいの2。 同じ林合でくシペ 

<力nれ つさのようであろ.
「なわら 2年生林では明らのCﾡつけが出長にひびき,正 

常木のかど cm z対しよフ Cでﾡ。 cれのﾡがみられろ. 7
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へ8年では さ らにはオりっけがmわるがﾡみつけの カバﾡ高 
び伯く なすりっけの的ふ0%cとどっていろ。 ミの令でH 
階みつけゲ生長にﾡくひいいていろよ うであろ-

しかし /0年生で dﾡ右のだはほとんビαくる, ただ正常な 
このcくらべろと料あが倣く. 約3$フ0Cmc対Lて4ぷ0cn 
で約/ﾡのをがっいていろ- 才びわち枚牧係がでよ ろ何らかの働 
ﾡをダけに スギは /0年までの向にﾡっての 調羽査でﾡらハ 
ご生長パﾡ老されている とみ られた。 Pご今後代期さ性する まで 
の期町ビビけ回復するの. ズゝの ままのをで長すろか不明 
でめる-

メ上のよっr. ﾡ炊べス*橋求依も縦けられる場合は 汝牧う 
よってスギが何らかのの老をうける こ とがﾡらかであり. 今 

ミれ名 ・0年iでにﾡってれ、 路ルつウ試的社い耐期 
: e. なrオリ?けロニよりおくハてく本岬右で7品生でd相当 

にみらに)飛生ずる. *してゝれらのの管植戦本本の29 
・ﾡ程及の継をしていろ・
ﾡあはも らろん、 汝牧条否のの者を うけがいムのがLっとと高 

いが. なす りつけなっけとの はﾡ?けを っ ワたむの よりら 
一般にﾡるば高いようであろ。 Lかし. /0年にびれげ二の所 
着の炎べちがって くるゲ り工正びいのに対しては相当 
4くい.2) 地形と働ﾡのﾡ係

M記oI. 営季県下の分おいてもべたように、条命の行助と規 
削lオる湯因の一つとして地形がのられる- そして. 不都査地におい 
て 地ﾡのうらがﾡの遂合2よって. 5有区を区しe,オロわち
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7ヨ生かと8年生林の=つをとリあげそれな九のﾡ地において M件 

及2」2てAEとBアを投案し 優ﾡの状双を四らべe.
A. 7年生林

2 地形の坂えとE分

的日:で. 傾は平パオハばス0ﾡであるが 沢沿いとﾡ例 

の地炭ば炎公件光となリノク〜 えとみらる、 とミろが▼央

と西例の力にぺゃ&個ﾡ地と リ約2凄 を示している, L日 

かつ て AEとBE つさの ェ う に設けe.
Aロ- 公/0〜バ$及の後独並で救区系ﾡが相当ﾡ= 
行切才るしのとるえられるたが. 調査地の東少ム求沿い. ■ 

4件2よよ内外で前区よりは祭面の行パ阻各さる

士 のと みられる世成,藹庵把の中央 お>グ曲側の雑韵.

b 次牧条新よる傷者の状え 扌

成立本欲とﾡあ本女の橋教合をみるとオよ表の うに なる. •

すびわち AEではﾡ立木女約48%.お福本殺的ぶス%である 

べ BEでは 成立本数約7オ%. おポオ救約ノ2 % となり. A 
区の格順率が高く あらわれている.つぶr正常木 と傷智木のが以 

割合をみる ム A Eでば正常木が約 サス%. のぎ木の約8%で 

あるが この傷号木の内は な才りつけαよるしの約ノよ% 

踏みつけに Jるム の#ッ%である。

B& の正常木と桃暮木の幅成割合をみると, 正#木めr0% 
仰る木約20%である。 ミのが領木の内訳は. なづりっ けに/ムネ 

りの約夕% ﾡみつウー」2との約 2% *の &約バt 
ていろ. 「バpら、ﾡ吾木の本数係炭率口AセLBRとの商Fは 

差がほとんどないか. さ ら口ちにすいてﾡﾡな うけておした

-3l一 

本救とみ AEがE例l的に多く したがってこれをのえての 

傷客全体として力れ、ﾡ0のAEは非に高率Lrろ.

オ$表 光形区命による枯, 成Lお」び正、ぎ木の

本次ﾡ所

・ 9 フ年 &年生

形 g 今 A E B E A g B E
堀 森 本 « ノ7 2 70 J 2 2

木 4 s / 4 7
シ /%) (479) _(ケ&) ( Ss. g) • (sノ

・ 本 〃4 Jっ 4
(%) (・ノ (〃•カ c・4.) (4y)

正 本 フ6 / バ ス o
市 
木 /%) (/ 7) ($2y) (eび) «？- /)

協 全 本 & ～ 7 « 7 ノ 6 7

ル 稼 阂) c&) c・タ7) く44) ( ク

円 arすりっヴ ノ 6 ノ 2o e.4 //./

*
x ふみつ ソ』 7 ・2 o 4よ

(% その — — —

のあ乏の 部位 -っいてみば ま ず発 っのゆ区 け A Eでハ 
なリ ﾡ 部位 に ま で像ﾡ をみけていろが(約ス 、 o C), 

B区では 地ﾡにfいところで力り ﾡ部でし/0Cの内で»ろ 
なづりつけたよる協医は A区に政的多く.ﾡごの初位は/
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2前後のさである. ・
B区の会本女の平内材ﾡは約っス Cmであっ たべ AEでは 

約/タクC%で. /C1の※がみらハる- オロわら. BロはA
E りし正常木で4cz ロオ・つけとけPしのバ約 

Cw. 階ルつけウをっにしのべ約,/cス いイれ(納あがあく 
っていろ. Lにゲって 行ダク叫ﾡべ予想されるス$及内外の 

彼ヒの力べ /。 ～ /イ及の終仲光よ ・L ﾡいﾡﾡと示U てい 
る(xい本),

才りﾡ 地ア区 今に よ ろ材 ( Cm )
4 ・ 別 7昇生 2好生

地形E分 A E B E A E B E

金本敷平内樹高 ・P&- u.P コスッ. /。 4

正*木4約 x ? →フ. ンバ y 4.

側そ水子内料る スつ.? /ケ87 9手" →夕

な丁リっけ " ノフク / / » I加., →o. ◇
ふみ2 ヴ" &u W 夕? →スつ.

その他 ". — ～/と. 2 — -

B. 8生
• 4 地形の枢えLZ分

- 感じ 町句 さの付高とっており 平 4A4え は4J0及とら
れる. tハL A品の「初と上 部ur & - 20&の 政的災係4ビ L O•っており. ﾡﾡの中部は j小及内外の点額仲ルと □っ < いろ
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I fニバって つざの よ?に区分け& L「-・

AE 一4上部L千®のノタ～ス0及の袋独ﾡ光

BE- ﾡ面和の ッ及の&4ﾡヒ

b 点系あによち4きァAE (/Z～20ほ) でノ庆江木数は約ア"％. 枯ね本女 口約

4%であ2ゲ BE( ク 6 段)での成を本攻 ば門アメ% 枯兩ホね 

けは#タフ %で 枯括率 ・+A E の 半分に才さいい (オ$表)-

つゞに炭*次のでは. AEで正木"的α3%. 例卜 

グ約*々% で、. ギ救メ上が何らゲのﾡ吾とうけていF: さ::P 
木の内与とルl."す"つけによスしのざゞ%. 諾っワ 

に Jる eの約3 タ% とな って「ろ, ゝlにL PBで正市ホ約 

フα%.傷客木約→ 4%であ り.傷多木 げ約をにと とまって、F 
そLて.ﾡふ*の内訳 "オつけに」々との約ノ/% ボル 

つけc」ろしハ約タノ%である. (T表)

ミのよう に袋斜止A Eののき木は、 急仲せであ ろ62 ク的ス 

店に 違 し. 機科也における放取舉書 •仁よる の号の大ミいミ とを示

L cい2.
つ>にﾡﾡについてば、 今本数の平向CはAR o174(n 

IにL. BEゞ/0Cmで40C2fくの光バろ 正市木月 

LではAEのタ/Cmに対し. BE/7CwでXさはがバ 

aいゲ. 脳みつけの事と うけたLの a44Cmの ※ とり 

冬木に*ク巻べに教的残をにあっわていろ(4表)

C.iLy
銀ﾡ々とすヒめてl /ペ、/4犬く7年庄4のA〕, /2 
ュの及(ﾡ4生林A ), 2～の凄( フ年林B ), 及
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円外(『年生林のB)となろので 九を 「数」 (ノ0～20及) 

と「&」(スよ～ ッ$友 ) の 二つに分けてみる ,ところで 「#」 

ではる木のﾡ比率 は/ケー → %平内s4 %をみたが. 厂 急」で 

は/夕〜スく%予め→3%で力っe. Lかいミr約のお通Lに 

と悪pれる しのをえれば.さ らc*のfベ大さ く 行る.

しにバって・ゆﾡバスク友メ内で. 枚K条命はほヒくピWとろ 

けるさ と な•く行初ので上 る光ﾡcおいては. 踏っけ ロrオッ っけ 

r」っての琴をクける並林木のﾡ生条が新くαり. 本a告に おいて 

ば並木の女メ上がの思るうけていろ. Lかし. 4が2メ以上 

口残く"ろと 米牧ﾡをに」るのぎは的女以千に下LP. ロお 

女おvるお項を合めハれば ﾡ斜地の傷低木の従生孝は. さらに 

れより と曲く から.

3) 波版ﾡ教とのﾡの南係

商r2も述べにようc 本枚牧地Fおけるを教け. 羽在は支納してい 

るとはじえず. 木アだけは手がmえらていろが. その他の花教は波 

函の状継にある. しfeがって 本ﾡにおいては 波放花奨として木 

シとルの=つを とりめ げてみ P.
A. 牧道について

7年株において、利用ﾡ及のあい牧をレりあげ. つsのスロ 

2設けF.
AZ- ﾡ道を中とし. 円を合めた的ゞ0夕つの地成 

B区 一AEの外ﾡ約ノ000mスの北城

・ 協名木の充比率 につ いてみ* tr aロ ではユァ% を かぞえ. *の 

みりなイ りつ けによる と のが4 %. 脳みつけCよる tのノ2%と 

○?ていろ. Lたのって正ﾡ木はフ%ルびる,

オ7ﾡ ﾡ設の枯. 広立および正. 福彩木の本牧相成

施談別 7年由 (K ) /0年生(木ア)

施 契 g 今 A B B E A E B E

* 4 0Z 00 • 22 ・ッ/

成 本 & -$4 zs /

2 (%) (70/) (おい) ィ— (o2e)
枯 求 « o / ノ/ 7
信 (%) (29) (フ) (4$) (o. 4 )

* 4 →/ 9 →s s4c%) (7-.0) (P) (4-./) (.4)

会 →/ 〃夕 コ -8

件 の (&0) (4x) ccフク) (4)
内 4.0 夕〃 →コ.2 70

沢 ふル? け ルク 4.4 ○よ0 , &8
/小 (%) その他 o.x ・ &

オ表 ﾡ設iのﾡﾡ(Cm
製 44W 7年() ノ0年 (木ナ)

で今 A E B E A E B E
ノ24ク -& ・ ざs4 44o ゞ

正木平内州高 s4. 7 コ +4.7

ぜ木 ・ «4,2 →oK0 夕 〃ガ•タ

はすリっけ ・ 4. 7 4o4 /

ふみっけ " ルノ / 3 4. o

* o他 ・ /00 — ぷ.0
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B 区 Cはﾡ客木ば / 7%の生をみてお そのうち"才 )つ・ナニ 

工 ろも のベア%. ﾡみっ けc」るしのバ7%. そのゲ/%Lっ 

<いろ・ なお過去にがいてﾡﾡしにとみられるしのは Auでu 
3ク%, BEで/%とっていろくオ7友).

材あについてハば AEでは平向7よcwであるゲ BEで 

はっっZCmで. その迷ば$oCnI-性しマいた。 くオみ本)

B. ホアについて

/0年生林と対暴 と L. 本旅慎也を利用 し< いる御着へ迎イろ * 

アを送んP. オびpち 調査区を災けに木ア周辺は. 波牧ほ系の入 

ほ枚"※"しばしば利用さ. あいん々でぺわ九ているしので. s 
の2ロをけr.

AE - 木アiの約J00のスの地戦

BE- AEの外約フ40mスの地が

偏る 木の 催生率は. AEでけの8%を示して、ぶる高率で 

その う ち ﾡ消みつけ と なす ・)つけu田 百1季で3 s 〜 a %でめ2 • 
Lﾡがって. 正常木は約半女のよ2%にすざびのっﾡ.

B区においては. 保者率は々寸必で、. そのうちむすりつけ21ろ 

しのが7%. 脳つけによろしのゲク%.その他がク%でめ?に・ 

しFゲって正ﾡ木さメ を占のていP. くオ7ネ)

ﾡ断について九ばA区の平均はグみ7cのであ?たバ6R 

ではt。 cmで約70 Cm高いﾡ新を示 しE.
c.iとの 

ﾡK設として 火迫と木アをヒりカ ミハれらの馴置ルその 

周のス区 C区分して河してみた、

の各木のﾡ架」明らハと認周とおいて率な示L.召

-37-

設といにifﾡをP. と< に木戸の勘合らまの木戸が入返 

ﾡのﾡに用さハる主量びものであると さ は. 保老木多従L. 本 

一• では約半激。 植我 木が偽名 を うけた. そLて ゝの』うuA
とっけヒスギのﾡﾡは、 7年生林では好$0Cn /0年林では

約70Cw. 正祐“スギ」” し 微く ゲっに-

の号の内活については. とくA何はバく 時みっけルびオ?

けほ 口洞華 に 过 り、つた,

)総括 " • •

本調羽者でd. スギ人工林にがける買毛和ﾡ中とﾡのﾡを林令 地

形 ﾡ牧芝設のJな団cつて 茨炭県多ﾡﾡ十王1小校ﾡにおむて 

消査L
潮査区は」林金によってス耳庄林 7年由. &年占求, ノ2キ-

の4区こし こらにﾡ形で・はフ. 8年生杯名ぞ九ざ、ﾡの*区 

に分。北談としては7年生林で攻直によりSE,/2字生林で木ナにより因をとウげた.

本簿杳此でば. 並林木のスギがスけと仰ぜは. 系市に」ろしので出 

「なオりつウ」「ﾡみつウ」のスっで. *のによろも若みら 

れに。 このようのじのかけハたはつざのよクにした.

② 「なオリつけ」一比救的あい位ﾡでの仙校お」び主除のA.
あ 「脳みつウ」- 城元 で の弱技 と 主 鈴の加頂 お」びﾡ始の 斜 

ﾡ・©* の他 - 千"のﾡの許およびﾡ虫ﾡ とつる殺に ろ王や 

のれ場。

働遇木の楽 孝を 林合 cいて れ ば： ス耳由林 で、 日 なカ リわ け 仁

」ろの号 はは<. ﾡみつウとそのﾡ2」る傷岩 ゲわイのにら れ fた・ 

7年生では はオ ・つけル 消み っ け がほ 同条で. ミれに*の他の

層善を加えて成力本数の約 な であった.
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8年生林でも ロすリけとﾡみっけのﾡ考で. ﾡみつ けロオリっm 
よりもわ才のみくだL 河為合nせてﾡ立本女の約て. 掘 

省区中でもっ比もあ率であっP・ /0年生林では. 中すりっけと摩み 

つけの考けほぼ同率で. こ1にそのﾡの老を加えて. 炭立本数の#ん 

でお2Pゲ ほとんビi過去においてﾡたしので. この令にHっ 

てから はﾡ Lてい い.

つざにの吾木の秘率と地形Cいてみば 7年林ではAE ( 
終ぱﾡ地). BE<経係斜地) ヒい滅力本役に対してそ1*約4 
でほぼ同条であるが AEの力にば花ﾡ本救べ多く しPバって. 物 
ﾡ木と傷低木の合計では約% とびろ BEでばダ え であっ・ 
2年生ではAでは泳立本救の均メ 以メ上の偶各率であるゲBE 
は約 % で.さの林地でLAEがらZの約2倍であっに.

ハず に 放牧施設について . フ7年のﾡ道周のA E L その周皿 

地城のBZを比飲してみ九ば AZけ炭立本本の約A がﾡ者をっけ 

ていろゲ、 B区は的ﾡJメ下の傷考率で力った. 木アCっいて,o 
年生林でみたの ホナ馴のAEとその外辺BEでは. Aロ以2木 

枚の約2が陽場をうけていろゲ BEでは約ルの偽密で.AEa 
B 区 の釣み倍の傷影率 であっP.
本部査地での併は 林令が買けるの c各調右ﾡごLのtで3 
いが 偽等木 と 正常木 0 樹高を 比較してみる ヒ ス年林では正前 

木に対L て 物雪 木 己平切4 ,% の樹需で あり、 7年生林では平パタ? 

% 『年出林でけ平向か?%. /0年生林では平内78%で. いず川 

tﾡ響木の長が分っていP.


